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清
代
中
国
に
お
け
る
海
賊
問
題
と
琉
球

|

|

束

ア

ジ

ア

海

域

史

研

究

の

一

組

貼

|

|

は
じ
め
に
|
|
問
題
の
所
在
|
|

一
一
七
世
紀
中
期
l
一
八
世
紀
初
め
の
海
賊
問
題

(
1
)

一
脂
建
・
漸
江
沿
海
に
お
け
る
琉
球
船
の
被
害

(
2
)

海
賊
封
策
と
武
装
強
化

一
一
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
初
期
の
海
賊
問
題

(
1
)

艇

盗

の

乱

(
2
)

海
賊
の
首
領
「
林
務
校
」

三
一
九
世
紀
中
期
の
沿
海
情
勢
と
海
賊
・
イ
ギ
リ
ス
艦
隊

(
1
)

ア
ヘ
ン
戦
争
以
前
の
朕
況

(
2
)

太
平
天
国
の
情
勢
と
海
賊

(
3
)

イ
ギ
リ
ス
艦
船
に
よ
る
海
賊
鎮
匡

結
び
に
か
え
て

は

じ

め

問
題
の
所
在

邑
(

山肌宋

平

房

刀口
nHμ 

「
海
域
世
界
」
に
お
け
る
交
易
活
動
や
ヒ
ト
の
移
動
に
注
目
し
、
国
家
の
境
界
を
越
え
る
覗
貼
か
ら
一
国
史
観
の
枠
組
み
に
再
考
を
、
つ
な
が
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す
歴
史
研
究
が
進
展
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
中
世
日
本
と
東
ア
ジ
ア
海
域
史
で
は
、
村
井
章
介
『
国
境
を
越
え
て
|
|
東
ア
ジ
ア
海
域
世
界
の

中
世
』
(
校
倉
書
房
、

一
九
九
七
年
)
、
李
領
『
倭
冠
と
日
麗
閲
係
史
』
(
東
京
大
学
出
版
舎
、

園
境
海
域
の
倭
と

一
九
九
九
年
)
、
長
節
子
「
中
世

朝
鮮
」
(
吉
川
弘
文
館
、
二
O
O
二
年
)
、
闘
周

『
中
世
日
朝
海
域
史
の
研
究
』
(
吉
川
弘
文
館
、
二
O
O
二
年
)
等
の
著
作
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
明
・
清
時
期
の
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
海
域
史
で
は
、
松
浦
章
「
清
代
海
外
貿
易
史
の
研
究
』
(
朋
友
書
庖
、
二
O
O
二
年
)
、
早
瀬
耳
目

二
一
『
海
域
イ
ス
ラ
1
ム
祉
舎
の
歴
史
』
(
岩
波
書
席
、
二
O
O
三
年
)
、
弘
末
雅
士
『
東
南
ア
ジ
ア
の
港
市
世
界
」
(
岩
波
書
庖
、
二
O
O
四
年
)
等
が

最
近
の
成
果
と
し
て
奉
げ
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
境
界
を
越
え
た
外
交
使
節
や
貿
易
商
人
、
倭
冠
の
被
虜
人
、
漂
流
民
の
迭
還
と
い
っ
た
多
様
な
問
題
が
明
ら
か
に
さ

(
1
)
 

れ
、
さ
ら
に
海
禁
政
策
と
私
貿
易
、
港
市
聞
の
通
商
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
解
明
に
も
新
た
な
↓
嗣
貼
を
提
示
し
た
成
果
と
い
え
よ
う
。
今
後
さ
ら
に

海
域
史
研
究
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
文
献
史
料
を
ふ
ま
え
た
現
地
調
査
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
調
査
成
果
の
一
例
と
し
て
、

(
2
)
 

『
東
ア
ジ
ア
海
洋
域
圏
の
史
的
研
究
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
序
論
に
よ
る
と
、
「
東
ア
ジ
ア
海
洋
域
圏
」
と
は
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
の
三
固
に
固
ま
れ
た
黄
海
、
東
シ
ナ
海
に
面
す
る
陸
地
と
そ

の
後
背
地
を
包
含
す
る
地
域
を
指
す
が
、
「
必
ず
し
も
完
結
・
固
定
し
た
世
界
で
は
な
く
、
常
に
外
に
向
か
っ
て
開
放
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
。

海
を
媒
介
と
し
て
結
び
つ
い
た
沿
海
地
域
や
島
興
部
の
歴
史
的
解
明
は
、
本
書
も
指
摘
す
る
よ
う
に
海
域
史
の
「
連
関
構
造
」
を
明
ら
か
に
す

る
う
え
で
の
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
新
た
な
方
法
論
の
探
求
と
賓
誼
を
さ
ら
に
積
み
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
上
の
研
究
賦
況
を
ふ
ま
え
て
、
こ
こ
で
は
具
瞳
的
に
清
代
中
固
に
お
け
る
海
賊
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
本
論
に
入
る
前
に
、

ま
ず
海
賊
史
研
究
の
覗
貼
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

海
域
世
界
は
贋
域
的
な
地
域
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支
え
ら
れ
て
い
る
が
、
海
賊
と
よ
ば
れ
る
武
装
勢
力
は
固
家
聞
の
通
商
ネ
ッ
ト
ワ
1

457 

ク
や
朝
貢
盟
制
を
撹
乱
し
、
こ
れ
を
脅
か
す
敵
封
勢
力
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
い
わ
ゆ
る
倭
冠
の
歴
史
が
一
不
す
よ
う
に
、
王
朝
権
力
の
濁
占
的

な
朝
貢
盟
制
か
ら
排
除
さ
れ
た
海
商
勢
力
に
よ
る
私
貿
易
は
、
「
海
賊
行
矯
」
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
園
家
権
力
に
敵
封
す
る
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海
賊
は
最
し
く
弾
医
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
私
掠
船
の
海
賊
が
さ
か
ん
だ
っ
た
一
七
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
各
園
が
連
合
し
て
海
賊
活
動
を
取
り
締
ま
る
法
的
手
段

(
3
)
 

と
し
て
「
圃
際
法
」
が
整
備
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
歴
史
を
善
悪
の
慣
値
判
断
で
割
り
切
る
車
純
な
立
場
を
相
封
化
し
て
み
る
と
、
海
賊
、
海
益
、

洋
匿
な
ど
と
支
配
者
の
側
が
罵
倒
し
た
人
び
と
を
、
直
ち
に
悪
童
…
と
き
め
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(
4
)
 

た
と
え
ば
、
東
南
ア
ジ
ア
の
一
部
で
は
「
海
賊
行
矯
」
を
犯
罪
と
み
る
意
識
が
希
薄
で
あ
っ
た
。
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
少
な
く
と
も
一
九

世
紀
中
期
ま
で
は
、
東
南
ア
ジ
ア
群
島
部
に
お
い
て
は
、
「
海
賊
行
矯
」
が
政
府
や
権
力
者
に
よ
る
禁
止
、
な
い
し
は
弾
匡
の
封
象
で
は
な
か

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
英
領
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
行
政
官
T
-
S
・
ラ
ッ
フ
ル
ズ
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
海
賊
が
跳
梁
す
る
マ
レ

l
半
島

沿
岸
で
は
「
そ
れ
が
誇
る
べ
き
職
業
で
あ
っ
て
、
若
い
王
族
た
ち
ゃ
貴
族
た
ち
が
従
事
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
見
方
さ

え
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
中
世
の
日
本
列
島
で
も
マ
レ

l
牛
島
と
同
様
、
農
耕
地
が
乏
し
く
漁
業
や
交
易
に
生
活
を
頼
っ
て
き
た
土
地
柄
で
は
、
海
賊
が

な
り
わ
い

(
5
)

一
種
の
「
生
業
」
で
あ
っ
た
。
一
六
世
紀
に
来
日
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

か
の
薩
摩
の
固
は
非
常
に
山
地
が
多
く
、

克
れ
る
た
め
に
、

し
た
が
っ
て
、
も
と
も
と
貧
困
で
食
料
品
の
補
給
を
(
他
圃
)
に
頼
っ
て
お
り
、
こ
の
困
窮
を

そ
こ
で
人
々
は
多
年
に
わ
た
り
ん
椛
と
稽
せ
ら
れ
る
あ
る
種
の
職
業
に
従
事
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
人
々
は
中
園
の
沿

岸
と
か
諸
地
域
へ
強
盗
や
掠
奪
を
働
き
に
出
向
く
の
で
あ
り
、
そ
の
目
的
で
、
大
き
く
は
な
い
が
能
力
に
麿
じ
て
多
数
の
船
を
用
意
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
自
給
自
足
の
難
し
い
地
域
で
は
、
慢
性
的
な
食
料
不
足
と
貧
困
に
悩
ま
さ
れ
、
し
ば
し
ば
海
賊
が
護
生
し
た
。
貧
し
い
沿
海
民

に
と
っ
て
は
、
海
賊
行
局
が
生
き
て
い
く
た
め
の
手
段
と
な
っ
た
一
面
が
あ
る
。
一
二
世
紀
の
今
日
な
お
、
マ
ラ
ツ
カ
海
峡
あ
た
り
で
は
石
油

(
6
)
 

タ
ン
カ
ー
や
商
船
が
海
賊
に
襲
わ
れ
る
事
件
が
絶
え
な
い
が
、
そ
の
背
後
に
先
進
工
業
固
と
開
設
途
上
固
と
の
貧
富
の
格
差
、
す
な
わ
ち
経
済

的
矛
盾
が
横
た
わ
っ
て
い
る
事
貰
も
見
落
と
せ
な
い
。
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も
ち
ろ
ん
、
現
代
の
国
際
法
は
海
上
略
奪
行
矯
を
禁
じ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
園
連
海
洋
法
修
約
で
は
「
公
海
上
」
で
行
わ
れ
た
略
奪
の
み

を
「
海
賊
行
篇
」
(
宮
山
口
三
と
定
義
す
る
た
め
、
領
海
内
で
の
取
り
締
ま
り
に
固
境
の
壁
が
あ
る
。
海
賊
活
動
が
世
界
各
地
の
通
商
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
被
害
を
輿
え
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
責
だ
が
、

そ
の
歴
史
的
背
景
を
さ
ら
に
深
く
究
明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
は
、

中
国
沿
海
に
お
い
て
「
琉
球
船
」
が
直
面
し
た
海
賊
問
題
に
焦
酷
を
絞
り
、
そ
の
状
況
を
具
瞳
的
に
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

一
七
世
紀
中
期

l
一
八
世
紀
初
め
の
海
賊
問
題

(
1
)
 
幅
建
・
斯
江
沿
海
に
お
け
る
琉
球
船
の
被
害

中
園
沿
海
で
海
賊
に
襲
わ
れ
た
琉
球
船
の
事
例
を
、
ま
ず
概
観
し
て
お
こ
う
。

〈表
1
〉
は
、

『
清
代
中
琉
闘
係
棺
案
選
編
」
・
『
清
賓
録
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
琉
球
王
国
の

『
歴
代
賓
案
」
・
『
中
山
世
譜
」
・
『
家
譜
」
・

日
本
の
三
ヶ
園
の
史
料
を
も
と
に
抽
出
し
た
デ
l
タ
を
一
覧
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

『
奮
記
雑
録
』
(
鹿
児
島
勝
史
料
)
な
ど
、
中
園
、
琉
球
、

こ
れ
に
よ
り
、

一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
中
期
ま
で
の
記
録
に
蔑
さ
れ
た
一
五
件
の
海
賊
事
件
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
海
賊
の
具
睦
的
事
例
お
よ
び
闘
連
史
料
を
ふ
ま
え
て
総
合
的
に
考
察
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
拭
況
が
明
ら
か
で
あ
る
。

① 

中
園
の
政
情
不
安
定
な
時
代
に
は
海
賊
が
多
く
護
生
し
た
こ
と
。
と
く
に
明
清
交
替
後
、
沿
海
の
治
安
が
悪
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
琉

球
の
封
清
関
係
は
一
時
は
途
絶
賦
態
に
陥
っ
た
。
具
瞳
例
を
示
す
と
、

一
六
五
四
(
順
治

一
)
年
、
琉
球
で
は
先
に
抵
遣
し
た
順
治
帝

即
位
の
慶
賀
使
の
蹄
固
を
迎
え
る
船
を
一
帽
州
に
祇
遣
し
た
が
、
海
賊
に
阻
ま
れ
て
入
港
で
き
ず
回
国
し
た
。
翌
年
ふ
た
た
び
迎
接
船
を
祇

(
7
)
 

や
は
り
海
賊
の
た
め
梅
花
津
か
ら
引
き
返
し
た
。

遣
し
た
が
、

② 

琉
球
船
が
海
賊
に
襲
撃
さ
れ
た
場
所
を
地
域
別
に
み
る
と
、
〈
表
1
〉
に
示
し
た
一
拍
建
の
八
件
を
筆
頭
に
、
術
江
六
件
、
属
東
一
件
と

459 

な
っ
て
い
る
。
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考

幅建海塘山i中|貨物・銀・乗員多数殺害|一部、行方不明

幅建五虎門沖|死者六名・負傷者24名 |鄭経の賊船13隻

i折江温州洋面|貨物・銀・衣服→(表2)1 送還雇募商船

贋東i奥門近海|貨物全部、乗員一名投致|八重山春立地船
i折江温州北杷|負傷者無し |交戦，撃退

i折fて台州近海|八重山島年貢・采員衣服|那覇西村馬艦船

i折江温州近海|貨物・衣服，一名投致 |泊村馬雌船

幅建羅湖洋面|貨物・衣服，三名投致 |泊村馬艦船

幅建南関北関|貨物・衣服，苔文(回収)1苦力護送船同行
itJi江寧波定海|貨物・衣服 |那覇馬艦船

幅建稲鼎豚i中|貨物全部(→詳細，表3)1 宮古島行き漂流

幅建西透洋山|兵器・貨物 |進貢二競船

破船，裸身登岸

久米村馬艦船

備被害状況愛生海域船種

進貢船

進貢船

進貢船

貨物船

接貢船

貨物船

貨物船

貨物船

接貢船

貨物船

1 1 1670(康!照9) 

1673(康!照12)

1795(乾隆60)

1795(乾隆60)

1796(嘉慶元)

6 1 1796(嘉慶元)

1796(嘉慶元)

1800(嘉慶 5) 

9 1 1853(成豊3) 

1853(成l竪3) 

次年No 

10 

2 

3 

4 
戸υ 

7 

8 

貨物船

進貢船

護~船

貨物船

貨物船

11 1 1854(成豊4) 

幅建j毎壇洋面|兵器・貨物

幅建長楽勝沖|貨物・船具等

i折江太平牒i中|貨物・衣服・食器等

1862(同治元)

13 1 1863(同治2) 

12 

14 1 1865(同治4) 

15 1 1865(同治4) 那覇馬艦船

医
船
石
を
持
ち
出
し
て
貯
え
、
攻
撃
に
備
え
よ
」
と
命
じ
た
。
「
医
船
石
」

③ 

船
種
別
の
被
害
状
況
を
み
る
と
、
進
貢
船
・
接
貢
船
・
護
迭
船
な
ど

王
府
の
官
船
だ
け
で
な
く
、
民
間
の
貨
物
船
(
馬
航
船
)
も
襲
わ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
八
重
山
の
年
貢
運
迭
船
が

漂
流
先
の
一
踊
建
で
海
賊
に
身
ぐ
る
み
剥
が
さ
れ
、
乗
組
員
が
桂
致
さ
れ

た
ケ
l
ス
も
あ
る
。

一
六
六
二
一
(
康
堅
一
)
年
、
康
照
帝
か
ら
琉
球
へ
祇
遣
さ
れ
た
珊
封
使
張

向
学
躍
は
航
海
の
途
中
、
海
賊
と
遭
遇
し
た
。
同
年
六
月
七
日
封
舟
が
一
噛
建
の

海
口
を
出
て
白
洋
に
到
っ
た
と
こ
ろ
、
賊
船
一
隻
が
現
れ
た
。
こ
れ
に
封
し
、

封
舟
の
護
迭
を
つ
と
め
る
武
官
鄭
洪
は
、
部
下
の
兵
士
た
ち
を
指
揮
し
、
大

(
自
)

砲
で
賊
船
を
打
ち
破
り
百
鈴
人
を
殺
し
た
と
い
う
(
『
使
琉
球
紀
』
)

0

一
行
は
幅
州
へ
踊
る
途
中
、
再
び
海
賊
に
狙
わ
れ
た
。
康
照
二
年
一
一
月

二
三
日
、
所
江
省
寧
波
の
定
海
、
普
陀
山
沖
で
賊
船
四
隻
と
遭
遇
し
た
際
、

メ
イ
ン
マ
ス
ト

封
舟
は
す
で
に
暴
風
で
主
帆
柱
を
失
っ
た
賦
態
で
あ
っ
た
。
通
事
の
謝
必
振

ら
が
一
三
一
口
、
つ
に
は
、
「
わ
が
方
の
船
は
、
帆
も
帆
柱
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
風

を
う
け
て
敵
と
戦
う
こ
と
な
ど
は
全
く
で
き
な
い
の
で
す
が
、

、品、号、、
a

'

一

し
カ
カ
し
ふ
人

し
ま
し
ょ
う
か
」
と
た
ず
ね
た
。
こ
れ
に
針
し
張
皐
躍
は
、
「
何
も
し
な
い

で
待
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
す
ぐ
に
各
官
に
命
じ
て
、
船
内
の
各
責
任
者

を
指
揮
し
、
兵
員
に
弓
矢
・
銭
砲
・
手
槍
で
武
装
さ
せ
、
そ
の
他
の
船
員
は
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と
は
船
の
安
定
を
保
つ
た
め
船
底
に
積
ん
だ
パ
ラ
ス
ト
用
の
石
だ
が
、
こ
れ
を
甲
板
に
運
び
上
げ
、
敵
に
投
げ
つ
け
る
作
戦
で
あ
る
。

そ
の
と
き
幸
い
に
も
、
に
わ
か
に
雲
霧
が
た
ち
こ
め
、
船
を
つ
つ
ん
だ
。
し
ば
ら
く
し
て
霧
が
晴
れ
る
と
、
賊
船
の
姿
は
見
え
な
く
な
っ
て

い
た
。
そ
の
晩
、
一
耐
建
の
一
帽
寧
に
着
く
と
、
「
こ
の
遺
り
は
み
な
海
賊
の
菓
な
の
で
近
づ
い
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
。
夕
暮
れ
時
、
遠
く

の
島
に
火
の
光
が
見
え
か
く
れ
し
、
帆
柱
が
林
立
し
て
い
る
の
を
見
た
が
、
用
心
し
て
近
づ
か
な
か
っ
た
。
翌
日
よ
う
や
く
船
は
五
虎
門
に
到

着
し
た
。
一
七
世
紀
後
宇
、
壷
湾
を
援
貼
に
反
清
闘
争
を
穣
け
る
鄭
氏
一
抵
の
船
園
は
、
さ
か
ん
に
海
賊
活
動
を
行
っ
た
。
明
の
復
興
を
め
ざ
す
鄭
氏

の
政
治
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
清
に
朝
貢
を
積
け
る
琉
球
船
は
「
敵
方
」
と
み
な
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
を
待
ち
伏
せ
て
襲
撃
し
た
の
で
あ
る
。

一
六
七

O
(康
照
九
)
年
一
一
月
、
琉
球
の
進
貢
小
唐
船
が
一
帽
建
沿
海
の
海
塘
山
で
襲
撃
さ
れ
、
乗
組
員
の
大
半
が
殺
害
さ
れ
た
(
表
1
事
例

h
.
1
)
0

犯
人
が
鄭
氏
一
味
で
あ
る
と
知
っ
た
琉
球
王
府
は
、
薩
摩
藩
を
通
じ
て
幕
府
に
訴
え
た
。
こ
れ
を
受
け
て
長
崎
奉
行
は
、
長
崎
に
来

つ
ま
り
、
蓋
湾
と
琉
球
の
海

(
9
)
 

賊
事
件
の
慮
理
に
日
本
が
一
役
買
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
昔
時
と
し
て
は
異
例
の
海
事
紛
争
の
賠
償
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

次
に
、
二
ハ
七
一
一
一
(
康
照
二
一
)
年
の
海
賊
事
件
(
表
1
事
例
治
2
)

に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
い
こ
う
。
五
虎
門
か
ら
約
三

0
キ
ロ
ほ
ど
離
れ

か
ね

た
「
竿
塘
」
沖
で
、
琉
球
の
進
貢
船
が
十
三
隻
の
賊
船
に
と
り
固
ま
れ
た
。
海
賊
た
ち
は
鉦
や
太
鼓
を
い
っ
せ
い
に
打
ち
鳴
ら
し
、
雄
叫
び
を

航
し
た
鄭
氏
配
下
の
東
寧
船
(
蓋
湾
船
)
を
差
し
押
さ
え
、
賠
償
銀
三
百
貫
を
琉
球
側
へ
支
挽
う
よ
う
命
じ
た
。

あ
げ
な
が
ら
弓
矢
・
銭
砲
を
射
か
け
て
き
た
。
こ
れ
に
封
し
、
琉
球
船
の
乗
組
員
た
ち
も
必
死
に
防
戦
に
つ
と
め
、
朝
か
ら
夕
刻
ま
で
激
戦
が

績
い
た
末
、
賊
船
は
よ
う
や
く
退
去
し
た
。
し
か
し
、
琉
球
側
も
死
亡
者
六
人
、
負
傷
者
二
十
四
人
と
い
う
被
害
を
蒙
り
、
程
泰
一
昨
(
名
護
親

方
程
順
則
の
父
)
も
重
傷
を
負
い
、
一
帽
州
で
手
首
を
受
け
て
い
る
。

(
山
)

こ
の
海
戦
で
死
亡
し
た
北
京
大
筆
者
、
湧
田
親
雲
上
の
奮
闘
ぶ
り
が
、
王
府
の
正
史
『
球
陽
」
に
、
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
湧
田
は
先
頭
に
立
っ
て
乗
組
員
を
廟
ま
し
、
「
防
御
の
備
え
は
充
分
だ
、
慌
て
る
な
。
命
を
惜
し
む
臆
病
者
は
斬
首
す
る
、

み
な
武
器
を

461 

と
っ
て
戦
え
」
と
、
訓
戒
し
た
。
や
が
て
賊
船
圏
は
「
砲
撃
一
響
」
を
合
固
に
琉
球
船
に
攻
め
寄
せ
、
「
火
確
」
や
「
地
銃
」
を
雨
の
よ
う
に

十

「

41 

「



L 」

去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁

-
J跡
部
リ
中
日
宍
)
仏

-
H
N
E待

ー「

462 

浴
び
せ
か
け
た
。

こ
れ
に
釘
し
、
琉
球
人
た
ち
も
勇
を
ふ
る
い
、
力
を
童
く
し
て
「
血
戦
」
し
た
。
そ
こ
で
海
賊
船
は
よ
う
や
く
退
去
し
た
が
、
な
お
再
来
を

お
そ
れ
た
湧
田
親
雲
上
は
、
船
上
で
長
刀
を
か
ま
え
て
威
勢
を
示
し
た
。
そ
こ
へ
海
賊
の
銭
砲
に
よ
り
腰
を
射
抜
か
れ
、
死
亡
し
た
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
明
清
交
替
の
除
憧
が
く
す
ぶ
る
一
七
世
紀
後
半
、
古
室
湾
を
撮
黙
と
す
る
鄭
氏
勢
力
か
ら
琉
球
船
は
敵
方
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

み
な
さ
れ
、
海
賊
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
た
。
蓋
湾
の
鄭
氏
は
、
幕
府
の
海
賊
禁
止
令
を
無
頑
す
る
か
た
ち
で
海
賊
行
矯
を
績
け
、
清
の
加
封
瞳

制
下
に
あ
っ
た
琉
球
の
朝
貢
船
も
し
ば
し
ば
被
害
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

一
六
八
三
年
、
鄭
氏
は
よ
う
や
く
清
に
降
伏
し
、
東
ア
ジ
ア
海
域
の

武
装
勢
力
は
ひ
と
ま
ず
鎮
静
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
八
世
紀
初
め
、
中
園
沿
海
で
の
海
賊
取
り
締
ま
り
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
と
、
そ
れ
を
逃
れ
た
建
薫
が
日
本
近
海
に
も
出
浸
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
う
し
た
「
大
清
」
海
賊
の
動
き
を
察
知
し
た
江
戸
幕
府
の
老
中
は
、

(
日
)

う
な
が
す
通
達
を
出
し
、
次
の
よ
う
に
長
崎
奉
行
に
命
じ
た
。

一
七
一
四
(
正
徳
四
)
年
六
月
、
西
固
沿
海
の
海
防
強
化
を

(
前
略
)
大
清
の
海
遣
の
庭
々
海
賊
多
く
、
官
よ
り
と
ら
へ
こ
ろ
さ
れ
し
と
也
。
そ
の
海
賊
共
の
鈴
黛
の
が
る
る
に
所
な
く
、
こ
な
た
の

海
上
に
さ
け
来
り
、
何
と
そ
身
を
ょ
せ
世
を
渡
る
へ
き
ゃ
う
を
い
と
な
む
と
見
え
た
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
書
付
を
以
て
西
国
の
諸
大
名
へ

仰
出
さ
る
る
ハ
、
最
重
に
海
遣
を
守
り
、
も
し
賊
船
の
韓
、
私
商
買
な
と
仕
る
者
を
見
つ
け
次
第
に
番
船
を
出
し
、
と
ら
へ
こ
ろ
し
て
其

首
を
こ
な
た
へ
さ
し
上
へ
し
、
少
も
す
こ
し
も
用
拾
す
へ
か
ら
ず
。
(
下
略
)

こ
の
よ
う
に
幕
府
は
、
西
国
大
名
に
封
す
る
海
防
の
強
化
と
あ
わ
せ
て
海
賊
取
り
締
ま
り
の
強
化
を
巌
命
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
大
陸

一
八
世
紀
後
竿
か
ら
一
九
世
紀
初
め
に
か
け
て
再
び
猛
威
を
ふ
る
う
こ
と
に

沿
岸
に
お
け
る
海
賊
の
動
き
は
鎮
静
化
の
き
ざ
し
を
見
せ
た
が
、

な
る
。
そ
の
海
賊
活
動
の
展
開
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
次
に
、
琉
球
王
府
の
海
賊
封
策
と
武
装
強
化
を
め
ぐ
る
問
題
を
見
て
い
こ
う
。
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(
2
)
 
海
賊
封
策
と
武
装
強
化

琉
球
王
府
は
海
賊
問
題
に
ど
の
よ
う
に
封
摩
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
琉
球
船
の
防
備
瞳
制
に
と
っ
て
障
害
と
な
っ
た
の
が
、

日
本
の

一
七
世
紀
初
め
、
こ
の
幕
府
法
令
が
薩
摩
藩
を
通
じ
て
琉
球
に
も
適
用
さ
れ
た
結
果
、
渡
唐
船
は
「
万
・
脇
差
・

(ロ)

武
具
類
」
の
搭
載
を
い
っ
さ
い
禁
じ
ら
れ
た
。

武
器
輸
出
禁
止
令
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
海
賊
に
襲
わ
れ
た
場
合
、

い
わ
ば
非
武
装
の
琉
球
船
は
抵
抗
で
き
な
い
賦
況
に
置
か
れ
た
。
海
賊
が
出
浸
す
る
危
険
な
海
域
を

無
防
備
の
ま
ま
で
航
行
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
多
数
の
死
傷
者
が
出
た
一
七
世
紀
中
十
ば
の
明
清
動
乱
期
に
は
一
定
の
武

装
が
許
さ
れ
、
薩
摩
藩
か
ら
貸
輿
さ
れ
た
銭
砲
や
万
剣
な
ど
を
搭
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
琉
球
に
適
用
さ
れ
て
い
た
幕
藩
制
固
家

の
武
器
輸
出
禁
令
は
、
危
険
が
差
し
迫
っ
た
海
賊
針
策
の
た
め
に
事
貰
上
、
緩
和
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

朝
貢
船
は
比
較
的
高
債
な
貨
物
を
積
ん
で
い
る
た
め
、
格
好
の
標
的
と
し
て
狙
わ
れ
や
す
い
。
海
賊
の
手
口
は
、
琉
球
船
の
航
路
に
あ
た
る

闘
江
入
り
口
の
五
虎
門
、
あ
る
い
は
近
く
の
島
陰
で
待
ち
伏
せ
、
漁
船
や
商
船
を
装
っ
て
接
近
し
、
油
断
し
た
隙
に
武
器
を
手
に
乗
り
込
み
、

積
荷
を
掠
奪
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
「
待
ち
伏
せ
型
」
以
外
に
も
漂
着
船
を
襲
う
ケ
1
ス
が
あ
っ
た
。

海
防
首
局
は
巡
嗣
船
を
出
し
て
沿
海
警
備
を
お
こ
な
っ
た
が
、
外
洋
で
の
哨
戒
は
天
候
・
風
向
き
に
左
右
さ
れ
る
た
め
十
分
に
監
覗
が
行
き

届
か
ず
、
不
意
に
姿
を
現
す
賊
船
に
は
封
磨
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
自
衛
策
と
し
て
、
不
審
な
賊
船
の
動
き
を
い
ち
早
く
察
知
し
、
追
跡
を

振
り
切
っ
て
、
逃
げ
る
の
が
一
番
だ
が
、
も
し
船
に
乗
り
込
ま
れ
た
場
合
は
必
死
に
戦
、
つ
し
か
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
薩
摩
藩
の
支
配
下
に
お
い
て
琉
球
士
族
屠
は
日
常
的
に
「
帯
万
」
す
る
習
慣
が
な
く
、
弓
矢
・
銭
砲
の
取
り
扱
い
に
も
慣
れ
て

い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
賦
況
を
心
配
し
た
政
治
家
察
温
は
、
海
賊
に
備
え
て
銭
砲
の
射
撃
訓
練
を
お
こ
な
う
こ
と
が
望
ま
し
い
、
と
主
張
し
た
。

一
七
四
九
(
乾
隆
一
四
)
年
、
察
温
は
次
の
よ
う
な
意
見
を
遮
べ
て
い
る
。
「
琉
球
は
平
和
な
固
で
、
武
道
の
入
用
は
絶
え
て
無
い
。
だ
が
、

463 

毎
年
中
園
へ
渡
航
す
る
の
で
、
も
し
海
賊
に
遭
っ
た
と
き
は
槍
・
長
刀
・
弓
・
銭
砲
で
防
戦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
琉
球
の
役
人
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は
み
な
日
頃
か
ら
武
具
の
扱
い
を
暗
む
こ
と
が
奉
公
の
っ
と
め
で
あ
ろ
う
。
も
し
差
し
支
え
な
け
れ
ば
、

日
頃
か
ら
銭
砲
の
稽
古
を
さ
せ
た
い

(
お
)

と
思
う
。
渡
唐
役
人
は
毎
年
三
日
間
ほ
ど
練
習
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
賓
戟
の
役
に
立
た
な
い
と
思
わ
れ
る
」
と
(
『
濁
物
語
』
)

0

こ
の
よ
う
に
察
温
は
、
銭
砲
の
射
撃
訓
練
を
強
化
す
べ
き
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
明
清
交
替
期
に
は
不
種
な
情
勢
が

績
き
、
一
六
七

0
年
代
は
鄭
氏
の
海
賊
が
琉
球
船
に
も
大
き
な
脅
威
を
輿
え
た
。
こ
う
し
た
琉
球
を
と
り
ま
く
海
域
情
勢
に
苦
慮
し
た
向
象
賢

(
N
H
)
 

(
羽
地
刺
秀
)
の
時
代
に
比
べ
る
と
、
察
温
の
時
代
に
お
け
る
清
朝
の
治
安
は
回
復
し
、
海
賊
の
危
険
は
か
な
り
弱
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
海
賊
が
ふ
た
た
び
猛
威
を
ふ
る
う
時
代
の
到
来
を
珠
見
す
る
か
の
よ
う
に
、
察
温
は
琉
球
船
の
自
衛
封
策
論
を
唱
え
、
銭
砲
訓
練

の
必
要
性
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
察
温
は
、
農
政
や
山
林
政
策
の
改
革
だ
け
で
な
く
、
海
洋
事
情
や
海
賊
問
題
に
も
目
配
り
し
た

先
見
性
を
も
っ
リ
ア
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

(
日
)

渡
唐
船
の
武
装
を
め
ぐ
る
薩
摩
藩
と
王
府
の
や
り
と
り
が
、
『
琉
球
館
丈
童
日
』
乾
隆
二
十
二
(
一
七
五
七
)
年
七
月
一
六
日
付
の
畳
に
記
さ
れ

て
い
る
。
渡
唐
船
は
海
賊
の
襲
撃
に
備
え
て
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
武
器
を
搭
載
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
劣
悪
な
装
備
で
は
い
ざ

賓
戟
に
役
立
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
王
府
は
、
謝
恩
使
の
迎
接
船
・
接
貢
船
が
海
賊
に
襲
わ
れ
た
と
き
に
武
器
が
な
く
て
は
困
る
の
で
、

「
異
風
」
(
艦
載
砲
か
)
一
一
一
丁
、

二
十
匁
銭
砲
一
丁
、

五
匁
鍛
砲
二
十
五
丁
、
弾
薬
な
ど
の
提
供
を
薩
摩
藩
に
求
め
た
。
こ
れ
に
封
し
藩
で
は
、

異
風
砲
の
手
持
ち
が
少
な
い
の
で
大
筒
に
代
え
て
は
ど
う
か
と
、
そ
っ
け
な
い
返
事
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
王
府
は
次
の
よ
う
に
異
風
砲
の
搭
載
を
訴
え
た
。
第
一
に
、
こ
れ
が
無
い
と
一
帽
州
で
の
船
改
め
や
港
出
入
り
の
「
瞳
儀
」
に
反
す
る

こ
と
、

つ
ま
り
種
砲
護
射
の
慣
例
で
あ
る
。
第
二
に
、

ふ
つ
う
の
銭
砲
で
は
二
十
匁
以
上
の
弾
丸
は
護
射
で
き
ず
、
海
賊
封
策
に
役
立
た
な
い

と
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
曜
砲
の
件
は
大
銭
砲
で
な
ん
と
か
間
に
合
わ
せ
る
に
し
て
も
、
異
風
以
外
は
賊
船
針
策
に
役
立
た
な
い
か
ら
、

今
秋
ま
で
に
ぜ
ひ
差
し
下
し
て
ほ
し
い
、
と
嘆
願
し
た
。

以
上
の
交
渉
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
琉
球
船
の
武
装
を
め
ぐ
る
見
解
の
相
違
が
あ
り
、
薩
摩
側
は
迎
接
船
や
接
貢
船
に
具
風
砲
を
搭
載
す
る

こ
と
に
は
泊
極
的
で
あ
っ
た
。
な
お
、
進
貢
船
に
大
砲
・
銭
砲
・
万
創
が
搭
載
さ
れ
た
事
賓
は
別
の
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
。

一
七
六
二
年
、

十

「

44 

「



L 」

去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁

-
J跡
部
リ
中
日
宍
)
仏

-
H
N
E待

ー「
(

日

)

は

ざ

ま

ぴ

ろ

う

土
佐
藩
領
に
漂
着
し
た
琉
球
船
乗
組
員
ら
の
謹
言
に
も
と
づ
く
『
大
島
筆
記
』
に
、
「
進
貢
船
は
矢
倉
を
組
立
、
狭
間
を
明
け
、
帆
も
蒲
葵
を

用
ゆ
、
飾
り
物
数
々
あ
り
、
武
器
も
砲
(
石
火
矢
)
・
銭
砲
・
槍
・
大
万
・
弓
矢
等
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
績
け
て
、
清
の
海
賊
針
策
に
閲
し
て
、

「
海
賊
の
備
に
は
海
防
官
・
千
穂
守
備
な
ど
あ
り
て
、
海
賊
を
見
掛
れ
ば
、
其
ま
ま
退
治
す
る
の
官
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
賓
際
に
、

琉
球
船
は
術
江
省
金
郷
沖
で
海
賊
に
つ
け
狙
わ
れ
た
が
、
な
ん
と
か
逃
げ
切
っ
た
。
海
賊
を
捕
え
る
危
険
な
任
務
に
つ
く
「
三
方
目
、
四
方

日
」
は
、
乗
組
員
か
ら
「
い
や
な
役
」
だ
と
敬
遠
さ
れ
た
。
近
年
も
盗
賊
と
格
闘
中
、
小
万
で
脇
腹
を
刺
さ
れ
て
死
亡
し
た
者
が
い
る
な
ど
、

ま
さ
に
命
が
け
で
海
賊
と
戦
っ
た
状
況
が
生
々
し
く
停
え
ら
れ
て
い
る
。

一
八
世
紀
後
宇
か
ら
一
九
世
紀
初
期
の
海
賊
問
題

(
1
)
 
sl! 

盗

の

首L

一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
初
め
、
乾
隆
年
聞
の
末
か
ら
嘉
慶
中
期
に
か
け
て
白
蓮
教
徒
の
乱
が
起
こ
り
、
海
上
で
は
「
艇
盗
の
乱
」
が

猛
威
を
ふ
る
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
頻
護
す
る
凶
作
と
飢
笹
が
あ
り
、
と
く
に
東
南
沿
海
農
村
で
は
困
窮
し
た
多
く
の
飢
民
・
流
民
が
海
賊
に

身
を
投
じ
、
民
間
商
船
や
官
の
穀
物
輸
送
船
な
ど
を
襲
う
事
件
が
績
護
し
て
い
た
。

一
帽
建
・
漸
江
の
沿
海
に
お
け
る
海
賊
事
件
を
み
る
と
、

一
七
五
三
(
乾
隆
一
八
)
年
か
ら
一
七
九
九
(
嘉
慶
四
)
年
ま
で
の
四
十
七
年
間
に
六

十
件
の
記
録
が
あ
る
。
海
賊
の
被
害
に
遭
っ
た
の
は
幅
建
船
が
三
十
九
隻
と
最
も
多
く
、
全
船
舶
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
こ
と
が
指
摘

(
幻
)

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
海
賊
は
船
の
積
み
荷
を
奪
い
取
る
だ
け
で
な
く
、
身
代
金
め
あ
て
に
人
質
を
連
れ
去
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、

一
帽
建
省
海
澄
牒
の
商
船
(
船
戸
舎
徳
合
)
は
、

一
七
九
五
(
乾
隆
六
十
)
年
五
月
に
淑
江
省
で
海
産
物
を
購
入
し
た
際
、
象
山
牒
三
岳
の
外
洋
で

465 

賊
船
四
隻
に
襲
わ
れ
、
乗
員
一
名
が
投
致
さ
れ
た
。(
国
)

一
帽
建
で
地
方
官
を
歴
任
し
た
陳
盛
詔
の
『
問
俗
録
』
に
よ
る
と
、
一
帽
建
沿
岸
に
は
船
着
場
が
多
く
、
風
や
波
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

十
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海
賊
が
出
浸
し
や
す
い
。
こ
う
し
た
島
々
や
入
り
江
を
本
擦
と
し
て
、
海
賊
が
多
く
護
生
す
る
。
「
北
は
漸
江
省
か
ら
南
は
慶
東
省
ま
で
、
山
海

賊
が
掠
奪
の
機
舎
を
ね
ら
っ
て
お
り
、
多
く
は
内
海
に
沿
っ
て
行
動
す
る
。
し
か
も
、
海
に
流
れ
こ
む
細
流
が
非
常
に
多
い
の
で
、
魚
介
類
の

種
類
が
豊
富
で
あ
る
。
匪
民
(
不
法
の
民
)
は
魚
介
類
を
獲
る
と
稀
し
て
管
業
許
可
詮
を
受
け
と
る
。
彼
ら
は
、
利
益
が
あ
が
れ
ば
漁
業
を
行

ぃ
、
利
盆
が
あ
が
ら
な
く
な
る
と
海
賊
行
活
を
す
る
」
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
漁
民
は
と
き
に
麿
じ
て
海
賊
に
轄
化
し
、
官
民
の
馴
れ
合
い
が
そ
れ
を
容
認
し
て
い
た
。
ま
た
、
牽
湾
沿
岸
で
も
海
賊
事
件
が

日
常
的
に
護
生
し
た
が
、
こ
れ
は
ひ
と
え
に
水
師
の
責
任
で
あ
り
、
掠
奪
事
件
の
賓
地
調
査
・
報
告
が
遅
れ
る
の
は
地
方
官
の
責
任
で
あ
る
と
、

陳
盛
詔
は
き
び
し
く
指
摘
し
て
い
る
。

一
七
九
四
(
乾
隆
五
九
)
年
、
漸
江
・
一
帽
建
・
贋
東
の
各
省
で
は
海
賊
封
策
の
一
環
と
し
て
、
水
師
兵
五
十
名
・
千
徳
一
員
を
漸
江
定
海
の

五
杢
山
に
駐
留
さ
せ
、
沿
海
の
巡
哨
を
強
化
し
た
明
海
賊
は
い
っ
こ
う
に
衰
え
ず
、
敷
十
隻
の
大
船
圏
を
組
み
、
官
米
輸
送
船
を
公
然
と
襲

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
琉
球
船
も
や
は
り
海
賊
に
狙
わ
れ
た
こ
と
を
如
貰
に
示
す
興
味
深
い
史
料
が
あ
る
。
次
に
、

う
こ
と
も
あ
っ
た
。

(
叩
)

「
琉
球
之
一
件
」
と
題
す
る
史
料
を
紹
介
し
、
海
賊
の
賓
態
を
具
瞳
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
。

「
琉
球
之
一
件
」
は
、
「
艇
盗
の
乱
」
が
猛
威
を
ふ
る
う
同
時
代
の
拭
況
が
生
々
し
く
反
映
さ
れ
た
一
次
史
料
で
あ
る
。

一
冗
・
寛
政
八
年
)
年
七
月
、
「
唐
海
賊
相
流
布
候
次
第
」
に
つ
い
て
薩
摩
藩
よ
り
賦
況
説
明
を
求
め
ら
れ
た
琉
球
王
府
の
答
申
書
と
し
て
、
一
利
山

一
七
九
六
(
嘉
慶

親
雲
上
ほ
か
四
人
の
連
名
で
藩
に
提
出
さ
れ
た
こ
の
丈
書
は
、
一
帽
建
沿
海
に
お
け
る
海
賊
の
護
生
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

去
々
年
・
去
年
一
帽
州
其
外
近
園
大
凶
年
ニ
而
、
責
物
甚
高
直
ニ
相
成
り
、
世
上
極
々
難
儀
、
夫
故
去
々
秋
之
比
よ
り
海
賊
差
越
、
諸
国
往

来
之
船
段
々
相
劫
、
至
昔
年
者
猶
又
乱
増
、
一
拍
寧
・
温
州
・
興
化
・
唐
東
・
匿
門
之
洋
面
ニ
賊
船
鈴
多
致
横
行
、
間
々
根
米
運
送
之
官
船

を
も
相
劫
シ
、
且
海
遺
之
村
々
江
来
寄
せ
、
容
姿
美
麗
之
女
子
又
者
兵
具
等
奪
取
、
段
々
世
上
之
妨
ニ
相
成
申
候
由
。

乾
隆
五
九
年
(
去
々
年
)
か
ら
翌
六
十
年
に
打
ち
績
く
大
凶
作
に
よ
っ
て
商
品
債
格
が
高
騰
し
、
「
世
上
極
々
難
儀
」
と
い
う
深
刻
な
事
態
を
招

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
た
め
苦
境
に
陥
っ
た
民
衆
が
諸
国
往
来
の
船
や
官
米
輸
送
船
を
襲
い
、
沿
海
地
域
か
ら
女
性
や
武
器
な
ど
を
掠
め

十
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取
っ
た
。

つ
ま
り
、
凶
作
に
よ
る
生
活
難
が
こ
う
し
た
海
賊
行
矯
を
誘
設
し
た
の
で
あ
る
。

沿
海
部
の
流
民
・
飢
民
に
す
れ
ば
生
き
建
り
を
か
け
て
海
に
出
る
し
か
な
い
。
農
業
不
振
に
よ
る
沿
海
民
の
窮
乏
化
、

つ
ま
り
農
村
問
題
が

海
上
に
押
し
出
さ
れ
る
か
た
ち
で
「
海
賊
」
が
横
行
し
た
の
で
あ
る
。
海
と
陸
の
枇
合
同
現
象
は
け
っ
し
て
無
関
係
で
な
く
、
む
し
ろ
内
在
的
に

連
動
し
て
い
た
と
三
守
え
よ
う
。

次
に
、

一
七
九
五
(
乾
隆
六
十
)
年
、
所
江
省
温
州
府
近
海
で
護
生
し
た
海
賊
事
件
に
つ
い
て
具
樫
的
に
検
討
し
た
い
(
表
1
事
例
恥
3
)
。

「
琉
球
之
一
件
」
に
よ
る
と
、
琉
球
船
が
「
南
龍
と
申
す
外
山
」
で
潮
待
ち
の
た
め
停
泊
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
五
月
一
一
一
日
早
朝
に
「
賊
船
」
十

般
が
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。
う
ち
一
一
般
の
約
七
、

八
十
人
が
「
太
刀
」
を
ふ
り
か
ざ
し
て
琉
球
船
に
乗
り
こ
み
、
積
荷
の
ほ
か
銀
の
替
や
衣
類
な

ど
を
奪
っ
た
。
さ
ら
に
船
を
乗
っ
取
ろ
う
と
し
た
が
、
兵
船
数
十
般
が
接
近
し
て
来
る
の
を
見
て
海
賊
た
ち
は
慌
て
て
本
船
に
引
き
返
し
、
現

場
か
ら
逃
げ
去
っ
た
と
い
う
。
「
高
宗
貫
録
」
乾
隆
六
十
年
七
月
壬
午
僚
の
記
事
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
「
盗
匪
」
は
大
謄
で
恐
れ
を
知
ら
ず
、

武
器
を
も
っ
て
官
米
輸
迭
船
を
襲
い
、
ま
た
同
じ
一
味
が
「
琉
球
貨
船
」
を
掠
奪
し
た
と
い
う
。

(
幻
)

こ
の
海
賊
事
件
の
庭
置
に
関
す
る
清
朝
の
公
文
書
が
残
さ
れ
て
お
り
、
乾
隆
六
十
年
七
月
二
十
六
日
付
の
一
帽
州
将
軍
魁
倫
の
奏
摺
に
よ
れ
ば
、

琉
球
船
は
「
一
一
一
盤
外
洋
」
を
航
行
中
、

五
月
三
日
に
海
賊
に
よ
っ
て
貨
物
・
銀
雨
の
ほ
か
防
船
軍
器
な
ど
を
奪
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
場

の
三
盤
外
洋
は
湖
江
省
温
州
府
盤
石
衛
の
沖
合
に
あ
た
り
、
一
相
建
か
ら
北
東
寄
り
の
海
上
で
襲
撃
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
事
件
の
究
明
に
あ
た
っ
た
漸
江
巡
撫
吉
慶
に
よ
る
乾
隆
六
十
年
八
月
十
一
日
付
の
奏
摺
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
琉
球
園

貨
船
、
洋
に
在
り
て
劫
せ
ら
る
一
案
は
、
さ
き
に
撃
獲
し
た
る
盗
犯
林
玉
頂
ら
の
供
出
に
、
盗
首
林
護
枝
・
察
大
ら
五
月
三
日
、
温
州
南
亮
山

の
外
洋
に
在
り
て
劫
す
と
。
ま
た
盗
船
内
に
起
出
し
た
る
番
衣
・
番
布
・
旗
等
の
物
を
獲
た
る
所
、
其
れ
確
か
に
林
護
校
ら
の
劫
去
せ
る
に
係

る
こ
と
疑
い
無
し
」
と
。
す
な
わ
ち
、
先
に
逮
捕
さ
れ
た
海
賊
一
味
の
林
玉
頂
ら
の
審
問
供
遮
に
よ
り
、
首
領
格
の
林
護
枝
や
察
大
ら
が
去
る

467 

五
月
三
日
に
温
州
南
亮
山
外
洋
で
掠
奪
し
た
「
番
衣
・
番
布
・
旗
」
な
ど
が
護
見
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
誼
擦
品
と
し
て
押
牧
し
、
琉
球
船
を
掠
奪

し
た
犯
人
を
林
護
枝
の
一
味
と
断
定
し
た
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
閑
漸
線
督
畳
羅
長
麟
、
一
脂
建
巡
撫
魁
倫
ら
の
乾
隆
六
十
年
九
月
七
日
付
の

十
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〈表 2)乾隆60年海賊に掠奪された琉球船の主な貨物

附表(海産物以外の被掠奪品)

No 口仁1口 日 童文 主主三E主

1 長良 415雨

2 印花布被面 400匹

3 牛皮 6張

4 銀のかんざし 20枝

「υ 銭鍋 5n 

6 衣箱 32(内300徐件)

7 武具類 鎗20 万剣4

8 その他 釘・油・食器

No 海産物(和名) 数量

I j毎参(乾しナマコ) 500斤

2 告白魚(乾しアワビ) 600斤

3 墨魚(乾しイカ) 25斤

4 f士蘇魚(カツオブシ) 30連

5 海帯菜(コンブ) 2000斤

6 石矩(乾しダコ) 30斤

7 沙魚麹(フカヒレ) 500斤

巻八十三史料:r歴代賓案』第二集
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奏
摺
は
「
、
盗
犯
四
十
鈴
名
」
の
検
奉
を
報
じ
、
そ
の
頭
目
は
「
張
初
郎
」
で
あ
る
と
断

じ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
海
賊
に
掠
奪
さ
れ
た
琉
球
船
の
主
な
貨
物
は
、
以
下
に
示
し
た
通
り
で

(
幻
)

あ
る
。〈表
2
〉
に
み
る
よ
う
に
、
昆
布
・
乾
し
ナ
マ
コ
・
鰹
節
と
い
っ
た
海
産
物
が
積
み

荷
の
大
半
を
占
め
て
お
り
、

い
ず
れ
も
中
園
向
け
の
交
易
品
で
海
賊
に
と
っ
て
は
換
金

性
の
高
い
獲
物
で
あ
っ
た
。
な
お
、
附
表
に
示
し
た
物
品
は
主
に
個
人
貨
物
で
あ
る
が
、

防
護
鎗
二
十
本
・
大
小
腰
刀
四
本
な
ど
海
賊
の
襲
撃
に
備
え
て
携
行
し
た
武
具
類
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、

一
七
九
五
(
乾
隆
六
十
)
年
琉
球
船
が
漸
江
省
の
温
州
府
に
漂
着
し
た

際
、
海
賊
に
狙
わ
れ
る
事
件
が
あ
っ
た
。
そ
の
詳
し
い
経
緯
に
つ
い
て
「
琉
球
之
一

件
」
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

去
年
春
(
乾
隆
六
十
)
措
船
上
園
之
阿
逢
難
風
、
温
州
府
之
内
平
陽
牒
と
申
所
江

致
漂
着
、
同
所
外
洋
ニ
而
賊
船
五
般
江
被
取
園
及
危
瞳
候
慮
、
折
節
兵
船
相
見
得

候
付
逃
走
候
由
。
右
通
海
賊
差
起
、
廻
船
段
々
差
支
、
漸
吉
三
月
官
船
五
拾
般
ニ

而
護
送
被
成
、
一
噛
州
江
被
迭
届
候
。

琉
球
と
薩
摩
を
往
復
す
る
「
措
船
」
が
薩
摩
へ
向
か
う
途
中
、
暴
風
に
遭
い
温
州
府

平
陽
牒
に
漂
着
し
た
。
外
洋
で
「
賊
船
五
般
」
に
取
り
固
ま
れ
て
危
難
に
陥
っ
た
が
、

た
ま
た
ま
巡
航
し
た
警
備
の
兵
船
の
お
か
げ
で
海
賊
船
は
「
逃
走
」
し
、
助
か
っ
た
の
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で
あ
る
。
海
賊
の
跳
梁
で
海
上
交
通
に
支
障
を
き
た
し
、
翌
年
三
月
、

よ
う
や
く
琉
球
船
は
一
噛
州
に
送
り
届
け
ら
れ
た
が
、
五
十
般
も
の
官
船

が
護
衛
に
あ
た
る
な
ど
物
々
し
い
警
戒
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
中
園
沿
海
の
治
安
が
悪
化
し
た
乾
隆
六
十
年
、
琉
球
圏
内
の
租
税
を
運
ぶ
春
立
地
船
(
乗
員
四
十
八
名
)
が
那
覇
か
ら
八
重

山
へ
蹄
る
塗
中
に
漂
流
し
、
慶
束
で
海
賊
に
襲
わ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
た
(
表
1
事
例
恥
4
)
0

「
琉
球
之
一
件
」
及
び
『
中
山
世
譜
』
巻
十
の

闘
係
史
料
に
よ
る
と
、
琉
球
船
は
唐
東
洩
門
の
近
海
で
賊
船
二
隻
に
乗
っ
取
ら
れ
、
十
五
、
六
歳
の
少
年
一
名
(
西
表
仁
屋
)
が
柱
致
さ
れ
た
。

残
る
乗
員
は
よ
う
や
く
渡
門
に
た
ど
り
着
き
、
現
地
の
役
所
に
保
護
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
天
然
痘
に
感
染
し
て
一
一
一
十
名
が
死
亡
。
生
存
者
十
七

(
お
)

名
は
一
帽
州
へ
護
逸
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
八
名
が
琉
球
館
で
病
死
し
た
。
こ
れ
は
、
海
賊
と
流
行
病
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
を
蒙
っ
た
不
運
な
ケ
1
ス

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
難
破
・
漂
着
船
が
現
場
附
近
の
住
民
に
よ
っ
て
掠
奪
さ
れ
た
例
は
マ
レ
1

竿
島
海
域
で
も
多
く
み
ら
れ
、
こ
う
し
た

(
江
)

「
海
賊
行
局
」
は
マ
レ

l
慣
習
法
で
は
彼
ら
の
一
種
の
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

(
2
)
 
海
賊
の
首
領
「
林
護
枝
」

次
に
、
海
賊
の
首
領
と
し
て
活
動
し
た
人
物
を
具
樫
的
に
紹
介
し
た
い
。
そ
の
名
は
「
林
護
枝
」
。
清
朝
の
公
丈
書
だ
け
で
な
く
、
先
に
紹

介
し
た
「
琉
球
之
一
件
」
に
も
登
場
す
る
。
こ
の
記
録
に
は
、
一
拍
建
海
賊
の
動
向
や
そ
の
統
卒
者
に
関
す
る
興
味
あ
る
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
林
護
枝
は
一
帽
州
府
長
楽
牒
出
身
の
三
十
二
歳
で
武
勇
に
勝
れ
、
「
海
上
風
雲
之
行
成
」
を
判
断
す
る
航
海
・
操
船
の
知
識
に
精
通

し
、
日
頃
は
五
色
の
旗
で
飾
り
た
て
た
「
大
船
」
に
釆
り
、
酒
宴
や
遊
興
に
ふ
け
っ
た
。
部
下
た
ち
の
人
望
も
篤
く
「
海
帝
」
と
稽
し
て
隼
敬

さ
れ
た
と
い
う
。

権
力
に
逆
ら
う
海
賊
は
農
民
一
校
の
指
導
者
と
同
じ
く
、
支
配
者
か
ら
「
悪
薫
」
の
熔
印
を
押
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
海
に
生
き
る

民
の
観
賭
か
ら
す
れ
ば
、
林
設
校
ら
の
よ
う
な
指
導
者
の
も
と
に
結
集
し
た
民
間
勢
力
は
、

い
わ
ば
「
海
民
一
投
」
的
な
性
格
を
お
び
て
い
る
。

469 

と
こ
ろ
で
、
「
林
護
枝
」
の
活
動
は
日
本
で
も
評
判
と
な
っ
て
い
た
。
江
南
と
長
崎
を
往
還
す
る
中
園
商
船
が
海
賊
一
味
に
狙
わ
れ
た
か
ら
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(
お
)

で
あ
る
。
本
草
向
学
者
の
佐
藤
成
裕
が
著
し
た
日
本
側
の
記
録
に
よ
る
と
、

一
七
九
五
(
寛
政
七
)
年
ご
ろ
か
ら
漸
江
沿
海
で
は
海
賊
の
動
き
が

活
費
化
し
、
商
船
を
襲
っ
た
。
そ
の
「
大
将
」
た
る
林
護
枝
は
「
海
上
の
王
」
と
栴
し
、
手
下
は
四
千
人
に
達
し
た
と
い
う
。
そ
の
林
護
枝
の

一
味
が
、
漸
江
省
温
州
府
平
陪
燃
の
近
海
で
琉
球
船
を
襲
っ
た
事
件
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

往
年
の
春
、
琉
球
の
貢
船
、
一
帽
州
を
護
し
て
海
上
に
至
て
賊
船
に
逢
ひ
、
皆
賊
せ
ら
れ
て
琉
球
に
踊
る
事
な
ら
ず
し
て
、
ま
た
一
踊
州
に
来

り
て
、
一
帽
州
よ
り
迭
ら
れ
踊
る
と
云
。
余
、
親
し
く
見
る
一
舟
子
、
足
の
匪
を
鳥
銃
に
て
打
貫
か
れ
た
る
あ
り
。
皆
大
に
驚
て
此
の
難
を

の
が
れ
た
り
。

琉
球
の
進
貢
船
が
蹄
園
の
途
中
、
海
賊
に
襲
わ
れ
て
一
噛
州
に
再
び
引
き
返
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
鍛
砲
で
足
を
負
傷
し
た
水
夫
が
い
た

と
い
う
話
は
、
具
睦
的
で
生
々
し
い
。

清
の
官
憲
は
、
海
賊
の
首
領
「
林
琵
枝
」
を
指
名
手
配
し
、
「
番
銭
(
洋
銀
)
三
千
丈
」
と
い
う
多
額
の
懸
賞
金
を
か
け
た
。
ま
た
「
手
下

之
大
将
」
た
ち
に
も
ラ
ン
ク
に
麿
じ
て
賞
金
を
か
け
、
町
の
七
つ
の
城
門
や
役
所
の
壁
な
ど
に
手
配
書
を
張
り
出
し
た
こ
と
が
記
銀
に
み
え
る
。

こ
う
し
た
海
賊
の
討
伐
で
名
を
奉
げ
た
役
人
と
し
て
、
荘
錫
舎
の
名
が
「
琉
球
之
一
件
」
に
登
場
す
る
。
か
つ
て
蓋
湾
全
土
を
揺
る
が
し
た

「
林
爽
丈
の
乱
」

で
首
謀
者
を
捕
ら
え
た
功
績
に
よ
り
水
師
管
参
将
と
な
っ
た
武
官
で
あ
る
。
さ
ら
に
海
賊
の
鎮
匪
に
も
手
腕
を
護
揮
し
、

「
首
世
之
名
将
」
と
補
さ
れ
た
と
い
う
。
嘉
慶
元
年
三
月
、
「
林
護
枝
手
下
之
大
将
」
で
あ
っ
た
「
荘
彬
」
が
部
下
十
六
名
を
引
き
連
れ
、

州
将
軍
に
投
降
し
た
。
ま
た
、
後
に
捕
え
ら
れ
長
首
(
さ
ら
し
首
)
や
斬
罪
に
慮
せ
ら
れ
た
関
係
者
は
千
人
以
上
に
の
ぼ
っ
た
。
林
護
枝
も
捕

縛
さ
れ
て
北
京
へ
迭
致
さ
れ
た
が
、
清
朝
は
あ
え
て
い
庭
刑
し
な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
頭
目
を
生
か
し
た
ま
ま
、
配
下
の
海
賊
を
懐
柔
す
る
ね
ら

い
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

首
時
、
一
帽
建
沿
海
で
は
「
洋
匪
」
が
は
び
こ
り
、
商
船
の
掠
奪
事
件
が
毎
日
の
よ
う
に
頻
護
し
て
い
た
(
『
一
噛
建
省
例
』
船
政
例
)
。
一
帽
州
へ
向

か
う
途
中
の
慶
門
船
が
襲
わ
れ
る
事
件
も
あ
り
、
不
安
を
つ
の
ら
せ
た
琉
球
の
進
貢
使
一
行
は
蹄
固
に
際
し
、
警
備
に
あ
た
る
護
迭
船
の
増
強

を
一
帽
建
の
海
防
官
に
要
請
し
た
。
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乾
隆
六
十
年
六
月
、
琉
球
の
進
貢
船
が
一
噛
州
へ
渡
航
し
た
際
、
す
で
に
多
数
の
「
海
賊
」
が
出
浸
す
る
な
か
で
商
船
の
「
五
虎
門
出
入
」
は

途
絶
え
、
そ
の
た
め
一
帽
州
は
海
上
封
鎖
に
近
い
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。
闘
安
鎮
・
水
師
管
・
遊
撃
陣
な
ど
海
防
官
筋
か
ら
の
情
報
に
よ
る
と
、

五
虎
門
か
ら
竿
塘
(
馬
組
島
)
近
海
は
と
り
わ
け
危
険
な
海
域
で
あ
っ
た
。
中
国
人
海
賊
の
ほ
か
「
香
賊
」
(
外
国
人
)
も
参
加
し
た
六
、
七
十

(
お
)

般
の
「
賊
船
」
が
、
竿
塘
に
群
集
し
、
進
貢
船
の
「
蹄
帆
」
を
待
ち
受
け
て
い
た
。
つ
ま
り
、
海
賊
船
圏
が
琉
球
船
の
時
り
を
狙
っ
て
五
虎
門

沖
で
待
ち
伏
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
一
噛
建
の
海
防
嘗
局
は
、
「
賊
人
退
治
」
が
終
了
し
た
後
に
護
迭
す
る
か
ら
、

二
、
三
日
出
帆
を
さ
し
ひ
か
え
る
よ
う
命
じ
た
。
五
月

二
二
日
に
官
船
が
竿
塘
に
出
撃
し
、
賊
船
六
般
の
う
ち
一
般
を
掌
捕
し
た
が
、

五
般
は
取
り
逃
が
し
た
。
六
月
二
日
琉
球
の
進
貢
船
・
接
貢

船
・
措
船
は
よ
う
や
く
五
虎
門
を
出
航
し
た
が
、
そ
の
と
き
官
船
五
十
三
般
が
竿
塘
ま
で
護
迭
に
あ
た
る
物
々
し
い
警
戒
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

一
七
九
六
(
嘉
慶
元
)
年
、
今
度
は
一
帽
州
行
き
の
接
貢
船
が
襲
わ
れ
た
が
、
乗
組
員
た
ち
は
防
戦
に
つ
と
め
危
難
を
克
れ
た
(
表
1
事
例
恥

(
訂
)

5
)
。
蹄
園
の
翌
年
、
友
寄
筑
登
之
親
雲
上
が
王
府
に
提
出
し
た
「
ヨ
一
口
上
寓
」
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
み
え
る
。

卯
秋
走
接
貢
船
、
去
年
(
嘉
慶
一
花
年
)
唐
土
近
く
釆
掛
り
候
棚
、
賊
船
に
逢
い
候
慮
、
船
中
一
統
精
力
を
蓋
く
し
て
相
防
ぎ
、
賊
人
四
人

銭
砲
に
て
射
倒
し
、
乗
組
の
内
手
負
こ
れ
な
く
無
難
に
て
、
那
覇
川
へ
釆
戻
候
。
御
褒
美
と
し
て
、
才
府
以
下
佐
事
・
加
子
共
へ
御
園
元

(
薩
摩
)
よ
り
御
米
拝
領
仰
せ
付
け
ら
れ
候
。

海
賊
と
遭
遇
し
た
接
貢
船
の
乗
組
員
た
ち
は
、

一
致
圏
結
し
て
防
戦
に
つ
と
め
、
賊
四
名
を
銭
砲
で
撃
ち
倒
し
、
無
事
に
時
還
し
た
。
こ
の

と
き
海
賊
の
襲
撃
に
敢
然
と
立
ち
向
か
っ
た
乗
組
員
の
奮
闘
ぶ
り
に
封
し
、
薩
摩
藩
か
ら
報
償
米
が
給
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
琉
球
人
の

い
わ
ゆ
る
「
唐
旗
」
の
任
務
が
、
そ
れ
だ
け
命
が
け
だ
っ
た
こ
と
を
逆
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

右
の
接
貢
船
は
、
所
江
省
温
州
湾
の
東
南
海
域
を
航
行
し
て
い
た
。
こ
の
船
に
は
、
首
時
二
十
八
歳
の
小
渡
里
之
子
親
雲
上
(
院
世
楽
)
と

471 

い
う
久
米
村
出
身
の
若
者
が
乗
っ
て
お
り
、
謹
童
日
習
躍
の
た
め
一
拍
州
に
赴
く
途
中
、
海
賊
に
遭
遇
し
た
の
で
あ
る
。
四
月
二
十
日
、
那
覇
を
出

帆
し
た
接
貢
船
は
四
月
一
一
八
日
、
温
州
沖
の
「
北
妃
外
洋
」
で
一
時
停
泊
し
、
翌
朝
碇
を
あ
げ
出
帆
の
準
備
を
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
七
隻
の
賊
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(
お
)

船
が
急
に
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。
琉
球
船
と
海
賊
と
の
戦
闘
に
つ
い
て
『
院
氏
家
譜
』
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

(
嘉
慶
一
冗
年
四
月
)
二
十
八
日
初
更
、
北
杷
外
洋
に
腰
到
し
旋
を
掲
つ
。
一
一
十
九
日
梨
明
旋
を
起
こ
し
、
ま
さ
に
駿
行
す
る
の
問
、
但
だ

船
七
隻
の
急
に
本
船
に
向
っ
て
馳
せ
来
る
を
見
る
の
み
。
船
上
、
皆
、
思
え
ら
く
、
兵
船
の
来
り
て
護
る
な
ら
ん
と
。
即
刻
、
撃
を
奉
げ
、

あ

し

た

く

れ

琉
球
船
隻
た
る
を
通
知
す
。
は
か
ら
ず
も
彼
の
船
、
共
に
皆
万
を
抜
き
砲
を
放
ち
攻
打
、
早
よ
り
晩
に
至
る
ま
で
本
船
を
園
緯
し
て
去

は
じ

ら
ず
。
方
め
て
彼
の
船
七
隻
は
、
す
な
わ
ち
賊
船
な
る
を
知
る
。
奉
船
の
人
数
(
乗
員
一
同
)
、
万
を
奮
い
拝
守

L
、
或
者
は
大
砲
を
放
ち
、

或
者
は
小
砲
を
放
ち
、
各
々
軍
器
を
持
ち
て
動
ぜ
ず
。
数
十
次
園
緯
す
と
臨
も
、
然
か
も
員
伴
・
水
梢
等
、
性
命
を
惜
し
ま
ず
、
火
確
を

も
っ
て
賊
船
に
投
げ
、
又
、
大
砲
・
小
砲
を
放
っ
。
ま
さ
に
相
い
戦
う
の
問
、
大
砲
を
放
ち
賊
船
に
あ
た
る
こ
と
再
三
次
、
只
だ
海
賊
四

た
ち
ど
こ
ろ
に
倒
る
を
見
る
。
(
琉
球
)
船
上
、
傷
を
受
く
る
者
無
く
、
但
だ
本
船
の
外
面
及
び
橋
(
帆
柱
)
・
蓬
・

き
ず

桁
・
碩
棋
等
、
砲
に
あ
た
る
の
痕
有
る
の
み
。

人
、
砲
に
あ
た
り
、

つ
ま
り
、
こ
ち
ら
へ
接
近
し
て
く
る
船
圏
を
見
て
琉
球
側
は
て
っ
き
り
清
の
護
迭
船
だ
と
思
い
こ
み
、
「
琉
球
船
」
だ
と
名
乗
り
を
あ
げ
た
。

と
こ
ろ
が
、
賓
は
海
賊
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
万
を
振
り
か
ざ
し
砲
撃
し
て
き
た
の
で
そ
れ
と
気
づ
き
、
急
い
で
戦
闘
準
備
を
整
え
た
の
で
あ
る
。

七
隻
の
海
賊
船
は
接
貢
船
を
取
り
園
み
、
数
十
度
に
わ
た
り
砲
撃
し
た
。
琉
球
側
も
大
砲
・
銭
砲
で
麿
戟
し
、
賊
四
人
を
打
ち
倒
し
、
さ
ら

に
手
投
げ
弾
の
「
火
確
」
を
投
入
し
た
。
こ
れ
は
敵
の
帆
布
を
焼
き
、
船
足
を
止
め
る
た
め
で
あ
る
。
朝
か
ら
夕
刻
ま
で
戦
い
が
績
き
、
琉
球

人
ら
は
気
力
を
ふ
り
し
ぼ
り
何
と
か
海
賊
を
撃
退
し
た
。
幸
い
負
傷
者
は
無
か
っ
た
が
、
砲
撃
に
よ
る
船
睦
の
傷
痕
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
『
院
氏
家
譜
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
「
此
の
時
、
寅
卯
の
風
あ
り
。
も
し
前
み
行
け
ば
、
必
ず
や
賊
船
に
遭
わ
ん
。
巳
午
に
轄
向

し
ば
ら
く

し
て
行
く
。
是
に
お
い
て
賊
船
、
酉
の
方
へ
退
去
す
。
少
頃
し
て
、
ま
た
賊
船
三
隻
を
見
る
。
彼
の
船
七
隻
の
退
去
す
る
に
因
り
、
亦
た
酉
の

方
へ
向
っ
て
退
去
す
。
草
に
思
う
に
、
賊
船
十
隻
、
酉
の
方
へ
去
る
と
難
も
、
未
だ
前
面
の
山
遣
に
伏
埋
す
る
や
も
知
ら
ず
。
且
つ
こ
の
遣
の

一
舟
の
往
来
す
る
無
し
。
因
り
て
憶
う
に
、
一
唱
州
の
外
山
洋
面
は
、
賊
船

た
だ

隠
居
す
る
も
亦
計
り
識
り
難
し
。
も
し
五
虎
門
に
進
み
既
せ
、
ま
た
強
大
な
る
賊
船
に
遭
わ
ば
、
惟
に
性
命
を
失
う
の
み
な
ら
ず
、
緊
要
な
る

洋
面
は
、
各
庭
の
商
舟
・
魚
舟
常
に
多
く
往
来
す
。
す
な
わ
ち
今
、
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公
物
も
ま
た
必
ず
や
奪
取
せ
ら
れ
ん
。
早
速
に
(
琉
球
へ
)
蹄
因
す
る
に
は
如
か
ず
。
貢
船
の
(
那
覇
に
)
回
来
し
て
、
中
華
の
虚
賓
を
聞
き

得
た
る
を
侯
ち
て
後
、
閑
省
に
赴
く
べ
し
と
。
商
議
巳
に
決
し
、
五
月
五
日
開
園
し
、
菓
請
す
ら
く
、
船
上
、
軍
器
を
帯
有
す
る
を
除
く
の
外
、

別
に
武
具
を
添
加
し
、
且
つ
本
船
の
左
右
に
新
た
に
高
橿
二
尺
を
設
け
、
賊
船
を
防
ぐ
の
備
え
と
矯
さ
ん
と
。
武
具
を
許
さ
る
る
を
蒙
る
o
」

す
な
わ
ち
、
琉
球
の
接
貢
船
が
巳
午
(
南
南
東
)
に
航
路
を
轄
じ
る
と
、
賊
船
七
隻
は
西
へ
去
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
遠
く
に
別
の

「
賊
船
三
隻
」
を
護
見
し
た
。
こ
の
近
海
は
い
つ
も
商
船
や
漁
船
の
往
来
が
絶
え
な
い
が
、
今
は
一
隻
も
見
え
な
い
。
お
そ
ら
く
賊
船
が
潜
ん

で
い
る
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
船
中
協
議
の
結
果
、
こ
の
ま
ま
五
虎
門
に
進
ん
で
強
大
な
賊
船
に
遭
遇
し
た
場
合
、
積
荷
も
ろ
と
も
乗
組
員
の

命
を
失
う
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
い
っ
た
ん
蹄
園
し
、
中
園
の
情
勢
を
よ
く
見
極
め
た
う
え
で
再
び
渡
海
す
べ
し
、
と
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

五
月
五
日
、
那
覇
に
蹄
港
し
た
接
貢
船
は
海
賊
に
備
え
て
武
器
を
増
強
し
、
ま
た
左
右
の
船
べ
り
を
二
尺
ほ
ど
高
く
し
て
防
壁
を
補
強
し
、

同
年
一

O
月
二
日
、
一
帽
州
に
向
け
て
再
び
出
港
し
た
。
島
影
が
見
え
る
と
、
乗
組
員
た
ち
は
武
器
を
手
に
血
厳
重
な
警
戒
瞳
制
を
と
っ
た
。

日
、
洋
山
の
外
洋
に
到
り
、
日
が
暮
れ
た
。
「
こ
れ
か
ら
先
は
岩
礁
が
多
い
の
で
、
夜
間
は
航
行
で
き
な
い
」
と
船
頭
が
言
、
っ
。
そ
こ
で
碇
を

下
ろ
し
、
乗
組
員
は
終
夜
、
海
賊
の
襲
撃
に
備
え
た
。
翌
朝
、

五
虎
門
に
向
か
っ
た
が
、
激
し
い
風
浪
で
帆
を
み
な
吹
き
破
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

琉
球
船
が
「
羅
湖
」
の
近
く
に
さ
し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、
賊
船
五
隻
に
取
り
固
ま
れ
、
大
砲
や
銭
砲
に
よ
る
攻
撃
を
、
つ
け
た
。
こ
れ
に
封
し

琉
球
側
も
麿
戟
し
、
数
回
に
わ
た
り
賊
船
に
弾
が
命
中
し
た
。
荒
波
の
た
め
賊
船
は
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
琉
球
船
は
よ
う
や
く
難
を
逃
れ

た

一
O
月
一
四
日
夕
刻
定
海
に
入
港
し
、

一
行
は
一
一
一
一
日
幅
州
柔
遠
騨
に
到
着
し
た
。
こ
の
海
賊
事
件
を
身
を
も
っ
て
経
験
し
、
辛
く
も
命

拾
い
を
し
た
小
渡
里
之
子
親
雲
上
は
、
そ
の
後
、
一
帽
州
で
足
か
け
五
年
聞
の
留
同
学
生
活
を
迭
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
艇
盗
の
乱
」
に
お
け
る
海
賊
活
動
は
、
琉
球
船
の
航
海
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

一
七
九
六
(
嘉
慶

二
)
年
六
月
二
八
日
の
関
所
総
督
魁
倫
ら
の
奏
摺
に
泉
州
・
度
門
一
帯
の
巡
査
報
告
に
よ
る
と
、
「
闘
卑
洋
面
」

(
鈎
)

風
な
お
未
だ
蓋
息
せ
ざ
る
賦
態
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
影
響
は
、
琉
球
の
民
間
船
に
も
及
ん
で
い
た
。

の
海
賊
活
動
は
活
護
で
、
盗

473 

前
年
、
琉
球
園
泊
村
の
五
端
帆
馬
艦
船
(
船
頭
佐
久
川
ほ
か
乗
員
二
十
一
名
)
が
八
重
山
で
年
貢
を
積
み
こ
み
、
那
覇
へ
戻
る
途
中
で
中
園
に
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漂
流
し
た
。
そ
の
際
、
賊
船
三
隻
か
ら
砲
撃
を
う
け
、
海
賊
六
十
飴
名
が
琉
球
船
に
飛
び
乗
っ
て
来
た
。
こ
れ
に
驚
博
し
た
琉
球
人
(
翁
長
)

は
足
を
す
べ
ら
せ
海
中
に
蒋
落
死
し
、
ま
た
桃
林
寺
住
持
の
弟
子
(
倫
走
中
)

一
名
が
捕
虜
と
な
っ
た
。
や
が
て
解
放
さ
れ
た
琉
球
人
た
ち
は

所
江
省
、
温
州
府
に
た
ど
り
着
い
た
が
、
現
地
の
役
人
か
ら
「
安
南
海
賊
」
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
た
(
「
中
山
世
譜
』
巻
十
)

0

艇
盗
の
乱
が
さ
か
ん
な
昔
時
、
海
賊
の
勢
力
圏
は
ベ
ト
ナ
ム
沿
海
に
ま
で
麿
が
り
、
中
国
系
と
ベ
ト
ナ
ム
系
が
混
合
し
た
海
賊
勢
力
も
珍
し

く
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
圃
家
や
民
族
の
枠
を
越
え
て
活
動
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
海
賊
に
襲
わ
れ
た
琉
球
人
一
行
は
、
積
荷
や
衣
類
、
替

ま
で
奪
わ
れ
、
「
乱
髪
異
様
」
の
風
瞳
で
あ
っ
た
た
め
、
温
州
府
役
人
か
ら
安
南
海
賊
と
ま
ち
が
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

よ
う
や
く

疑
い
は
晴
れ
、
一
拍
州
へ
護
送
さ
れ
た
。

(ω) 

と
こ
ろ
で
、
清
代
の
海
賊
集
圏
の
首
領
格
と
し
て
、
察
牽
の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
察
牽
は
幅
建
省
同
安
牒
西
浦
郷
の
農
民
で
あ
っ
た

が
、
飢
謹
を
き
っ
か
け
に
海
賊
に
身
を
投
じ
、

二
百
絵
般
を
率
い
て
東
南
沿
海
地
域
を
掠
奪
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
大
半
は
漁
民
や
船
夫

な
ど
の
沿
海
民
で
、
男
、
ば
か
り
で
な
く
婦
女
子
も
加
わ
っ
て
い
た
。
支
援
勢
力
ま
で
含
め
る
と
最
盛
期
に
は
約
二
高
人
を
数
え
、

(
訂
)

(
嘉
慶
五
)
年
に
は
蓋
湾
の
擦
貼
で
あ
る
鹿
耳
門
を
襲
い
、
鹿
港
を
占
援
し
た
。

一
八

0
0

艇
盗
の
乱
が
ピ

l
ク
を
迎
え
た
同
年
の
五
月
七
日
、
加
封
使
李
鼎
元
ら
が
琉
球
へ
向
け
て
一
帽
州
を
出
港
し
た
。
船
の
出
港
時
に
は
五
虎
門
で

一
度
空
砲
を
打
つ
の
が
慣
例
で
あ
っ
た
が
、
冊
封
使
一
行
の
船
は
海
口
を
出
て
か
ら
も
重
ね
て
空
砲
を
放
ち
、
と
き
の
聾
を
あ
げ
て
海
賊
を
威

嚇
し
た
。
ま
た
一
行
は
琉
球
か
ら
時
国
す
る
塗
中
の
一

O
月
一
一
九
日
、
術
江
省
温
州
湾
の
南
杷
山
近
海
で
大
小
十
六
隻
の
海
賊
船
に
襲
わ
れ
た

が
、
砲
撃
に
よ
っ
て
賊
船
を
撃
退
し
た
(
李
鼎
元
『
使
琉
球
記
』
巻
三
・
巻
六
)
。

清
朝
は
海
賊
勢
力
の
鎮
犀
に
や
っ
き
と
な
り
、
一
拍
建
水
師
提
督
李
長
庚
に
命
じ
て
新
型
砲
艦
を
建
造
さ
せ
、
海
賊
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
た
。

察
牽
の
一
一
淑
は
官
軍
と
の
海
戦
に
敗
れ
た
が
、
閑
斯
総
督
に
賄
賂
を
贈
っ
て
蓋
湾
に
逃
れ
、

や
が
て
勢
い
を
も
り
返
し
た
。

こ
う
し
た
海
賊
の
不
穏
な
動
き
は
、
す
で
に
皇
帝
の
耳
に
も
達
し
て
い
た
。
嘉
慶
八
年
二
月
の
嘉
慶
帝
の
上
論
に
、
「
朕
聞
く
に
、
近
ご
ろ

闘
省
の
洋
匪
と
舎
匡
は
頗
る
互
い
に
相
勾
結
し
、
狼
狽
し
て
好
を
矯
す
等
の
弊
あ
り
。
海
口
の
各
商
船
は
出
洋
す
る
に
、
費
用
洋
銭
四
百
塊
を

十
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要
し
、
内
地
に
回
る
者
は
費
用
を
加
倍
す
。
此
項
の
費
用
は
と
も
に
洋
盗
察
牽
に
給
す
る
に
係
る
」
と
あ
る
。
洋
匪
と
舎
匪
が
ぐ
る
に
な
っ
て

悪
事
を
働
い
た
の
で
あ
る
。

察
牽
ら
は
沿
海
を
往
還
す
る
船
か
ら
商
税
を
取
り
立
て
、
海
外
に
出
る
商
船
か
ら
費
用
と
し
て
「
洋
銭
四
百
塊
」
を
ま
き
あ
げ
、
内
地
に
戻

(
沼
)

る
船
か
ら
は
そ
の
倍
額
を
取
り
立
て
た
と
い
う
。
も
し
捕
わ
な
い
と
、
積
荷
や
乗
組
員
の
命
は
保
誼
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

J¥ 
O 

(
嘉
慶
七
)
年
か
ら
七
年
間
に
わ
た
り
、
察
牽
の
一
振
は
贋
東
・
一
耐
建
沿
海
を
中
心
に
海
賊
活
動
を
績
け
た
。
察
牽
に
次
ぐ
海
賊
の
首
領
が
、

一
拍
建
・
康
東
沿
海
で
掠
奪
を
く
り
か
え
し
た
朱
貰
で
あ
る
。
数
十
般
か
ら
百
絵
般
の
船
固
と
四
千
人
の
配
下
を
従
え
て
「
海
南
王
」
と
稿
し
、

察
牽
の
一
振
と
も
し
ば
し
ば
連
合
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

昔
時
の
海
賊
船
の
な
か
で
も
特
に
好
ま
れ
た
幅
建
製
ジ
ヤ
ン
ク
は
、
三
十
円
以
上
の
大
砲
を
搭
載
し
た
頑
丈
な
船
で
あ
っ
た
。
そ
の
連
合
勢

力
は
最
盛
期
に
は
二
千
般
、
そ
の
う
ち
二
百
般
が
外
洋
航
海
に
参
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
船
は
三
、
四
百
人
乗
り
で
大
砲
二
、
三
十
円
を
搭
載
で

(
お
)

き
、
イ
ン
ド
中
園
聞
を
航
行
す
る
イ
ギ
リ
ス
船
の
規
模
に
匹
敵
し
た
と
も
い
わ
れ
る
。

一
八

O
六
(
嘉
慶

一
時
ベ
ト
ナ
ム
に
逃
れ
、
一
一
年
後
に
再
び
一
帽
建

一
)
年
、
慶
束
・
一
帽
建
海
域
で
官
船
と
戦
っ
て
敗
走
し
た
察
牽
は
、

所
江
に
姿
を
現
し
た
。
し
か
し
、

一
八

O
九
(
嘉
慶
一
四
)
年
八
月
に
定
海
で
敗
死
し
、
こ
れ
を
機
に
海
賊
活
動
の
中
心
は
一
帽
建
か
ら
麿
東
へ

移
動
し
て
い
っ
た
。

の
影
響
を
蒙
る
こ
と
に
な
っ
た
琉
球
王
府
は
、
船
の
武
装
強
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
次
の
よ
う
な
封
策

を
打
ち
出
し
た
。
『
球
陽
」
向
温
王
七
(
嘉
慶
六
)
年
候
に
よ
る
と
、
「
本
年
、
中
華
の
海
遣
は
多
く
賊
船
有
り
。
今
番
、
固
使
を
接
回
す
る
の

以
上
の
よ
う
に
、
「
艇
盗
の
乱
」

船
隻
、
奮
例
の
人
数
を
以
て
し
て
は
、
賊
を
防
ぐ
こ
と
能
は
ず
。
是
れ
に
由
り
て
、
才
府
一
名
・
脇
筆
者
一
名
・
五
主
格
の
者
十
二
人
を
加
添

(
泊
)
す
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
海
賊
封
策
と
し
て
、
進
貢
・
接
貢
船
の
搭
乗
員
を
新
た
に
十
二
名
増
員
し
、
防
備
の
強
化
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
海
賊
の
跳
梁
に
不
安
を
つ
の
ら
せ
た
一
拍
建
の
地
方
官
は
、
嘉
慶
一
四
年
琉
球
へ
渡
海
を
珠
定
し
て
い
た
冊
封
船
の
航
路
を
危
ぶ
み
、

475 

護
迭
の
兵
士
百
人
の
増
員
を
提
案
し
た
。
久
米
村
の

『
鄭
氏
家
譜
』
に
、
「
首
分
、
察
氏
・
朱
氏
之
海
賊
致
横
行
候
儀
ニ
付
、
今
般
冊
封
頭
競
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(
お
)

船
一
一
競
船
、
震
護
迭
商
船
査
般
、
先
例
よ
り
相
重
兵
百
人
乗
付
琉
球
江
可
差
遣
候
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
「
察
氏
・
朱
氏
」
と
は
、
す
な
わ
ち

察
牽
・
朱
貫
の
海
賊
一
味
を
指
し
て
お
り
、
琉
球
で
も
警
戒
し
て
い
た
状
況
が
知
ら
れ
る
。

以
上
、

一
八
世
紀
後
宇
か
ら
一
九
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
海
賊
活
動
と
あ
わ
せ
て
、
琉
球
側
の
封
磨
策
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
次
に
、

一
踊
州
の
情
勢
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。

一
九
世
紀
中
期
の
沿
海
情
勢
と
海
賊
・
イ
ギ
リ
ス
艦
隊

(
1
)
 
ア
ヘ
ン
戟
争
以
前
の
拭
況

一
拍
州
の
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
員
パ

l
ク
ス
が
、
闘
海
闘
の
記
録
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

一
八
一
五
年
よ
り
一
九
年
ま
で
、
一
踊
州
に
入

港
し
た
ジ
ヤ
ン
ク
の
総
数
は
、
一
一
千
隻
を
下
回
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

一
八
二

0
年
代
に
入
る
と
、
千
五
百
隻
前
後
に
減
少
す
る
。

そ
れ
ま
で
蘇
州
方
面
の
絹
織
物
な
ど
高
慣
な
貨
物
は
海
上
ル
ー
ト
で
幅
州
へ
運
ば
れ
た
が
、
海
賊
の
跳
梁
に
よ
っ
て
海
路
が
危
な
い
た
め
陸
路

(
部
)

に
韓
じ
た
こ
と
が
、
ジ
ヤ
ン
ク
の
一
帽
州
入
港
数
が
減
少
し
た
一
因
と
み
ら
れ
る
。

一
八
三

0
年
代
以
降
、

ア
ヘ
ン
貿
易
が
掻
大
す
る
に
つ
れ
て
、
海
賊
の
活
動
地
域
も
い
っ
そ
う
麿
が
っ
た
。
村
上
衛
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
、

麿
東
・
闘
南
沿
海
民
が
ア
ヘ
ン
貿
易
に
積
極
的
に
参
入
し
、
贋
束
の
貿
易
管
理
睦
制
に
打
撃
を
輿
え
、

ア
ヘ
ン
密
責
は
洋
船
と
の
貿
易
を
介
し

て
、
唐
東
か
ら
中
・
北
部
へ
掻
大
す
る
様
相
を
み
せ
た
。
ジ
ャ

1
デ
イ
ン
・
マ
セ
ソ
ン
商
舎
な
ど
の
地
方
貿
易
商
人
も
一
八
二

0
年
代
か
ら
す

で
に
慶
州
以
北
の
泉
州
湾
な
ど
で
ア
ヘ
ン
密
買
に
従
事
し
、

一
八
三
一
一
年
以
降
に
は
幅
建
か
ら
奉
天
に
い
た
る
ア
ヘ
ン
貿
易
を
本
格
化
さ
せ
た
。

一
八
三
八
(
這
光
一
八
)
年
に
は
一
帽
建
の
海
賊
が
直
隷
で
活
動
し
、
奉
天
で
捕
獲
さ
れ
た
一
帽
建
省
同
安
際
の
鳥
船
は
山
東
の
海
上
で
も
海
賊
行

(
訂
)

矯
を
行
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
幅
建
で
ア
ヘ
ン
貿
易
が
隆
盛
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
帽
建
と
密
接
な
交
流
の
あ
っ
た
琉
球
に
ア
ヘ
ン
が
ほ
と
ん
ど
浸
透
し
な
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一
八
三
七
年
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
由
で
那
覇
へ
寄
港
し
た
米
国
船
モ
リ
ソ
ン
競
の
宣
教
師
乗
外
科
醤
パ

l

(
お
)

カ
l
の
記
録
に
よ
る
と
、
琉
球
の
役
人
た
ち
は
ア
ヘ
ン
の
持
ち
込
み
を
警
戒
し
、
巌
し
い
監
視
の
眼
を
光
ら
せ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

か
っ
た
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
。

阿
片
(
ア
ヘ
ン
)
の
名
が
で
た
時
、
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
人
び
と
は
非
難
の
色
を
あ
ら
わ
し
、
私
が
そ
れ
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま

た
、
わ
れ
わ
れ
が
ア
ヘ
ン
を
ょ
い
と
思
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
た
ず
ね
た
。
薬
と
し
て
は
有
用
だ
と
答
え
る
と
、
彼
ら
は
満
足
し
た
。

琉
球
の
朝
貢
使
節
た
ち
は
、
北
京
や
一
帽
州
に
滞
在
中
に
ア
ヘ
ン
の
害
毒
を
十
分
に
認
識
し
、
こ
の
よ
う
に
琉
球
へ
の
持
ち
込
み
を
警
戒
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、

ア
ヘ
ン
戦
争
の
勃
護
と
と
も
に
清
朝
は
蓋
湾
へ
特
使
を
祇
遣
す
る
一
方
、
一
帽
建
巡
撫
に
墨
湾
防
衡
を
命
じ
た
。

(
這
光
二

J¥ 
四

一
)
年
八
月
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が
一
幅
建
の
慶
門
を
攻
撃
し
、
九
月
に
は
イ
ギ
リ
ス
船
が
壷
湾
北
部
の
基
隆
に
現
れ
、
砲
撃
の
鷹
酬
後
、
座
礁
し

(
ぬ
)

て
多
数
の
溺
死
者
や
捕
虜
を
出
し
た
。

(
2
)
 
太
平
天
国
の
情
勢
と
海
賊

ア
ヘ
ン
戦
争
終
結
後
の
一
八
四
五
(
這
光
二
五
)
年
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
サ
マ
ラ
ン
競
が
、
琉
球
の
八
重
山
・
宮
古
島
に
寄
港
し
、
役
人
の

フ
ラ
ン
ス
船
サ
ビ

l
ヌ
競
な
ど
が
来
航
し
、
琉
球

制
止
を
無
嗣
し
て
沿
岸
を
測
量
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
船
ス
タ
ー
リ
ン
グ
競
、

王
府
に
通
商
を
求
め
る
な
ど
、
西
洋
列
強
の
外
匡
が
琉
球
に
も
押
し
寄
せ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
開
港
場
の
一
つ
と
な
っ
た
幅
州
で
は
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
商
人
が
進
出
し
、
琉
球
館
(
柔
遠
騨
)
に
ほ
ど
近

い
一
帽
州
城
外
の
「
南
蓋
」
に
外
国
商
館
が
建
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

首
時
、
沿
海
の
治
安
は
悪
く
な
る
一
方
で
、
欧
米
商
船
も
し
ば
し
ば
海
賊
に
狙
わ
れ
た
の
で
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
砲
艦
の
威
力
を
パ
ッ
ク
に

(
羽
)

警
備
瞳
制
を
強
化
し
、
海
賊
の
掃
討
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
警
備
の
隙
を
巧
み
に
つ
き
外
国
船
を
狙
う
海
賊
が
絶
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、

477 

次
の
よ
う
な
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
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(
這
光
三
十
)
年
、
幅
州
の
南
蓋
に
居
住
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
商
人
が
、
小
舟
を
雇
っ
て
閤
江
下
流
の
五
虎
門
に
碇
泊
す
る
外
園

(
札
)

船
に
赴
き
、
洋
銀
を
借
り
て
戻
る
途
中
、
海
賊
に
銀
を
強
奪
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
南
蓋
か
ら
五
虎
門
に
通
じ
る
航
路
は
、
い
う
ま

で
も
な
く
琉
球
の
朝
貢
船
が
行
き
交
う
幹
線
ル

l
ト
で
あ
る
。
そ
こ
が
ま
さ
し
く
海
賊
の
出
浸
す
る
危
険
水
域
と
な
っ
た
朕
況
は
、
琉
球
人
に

一
八
五

大
き
な
不
安
を
輿
え
た
に
違
い
な
い
。

一
八
五

0
年
代
に
は
太
平
天
圃
の
乱
に
よ
っ
て
、
治
安
は
ま
す
ま
す
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
一
八
五
二
年
、
シ
ャ
ム
は
太
平
天
圃
軍
に

襲
撃
さ
れ
た
こ
と
を
口
賓
に
朝
貢
を
停
止
し
、
ま
た
翌
五
三
年
に
は
琉
球
の
朝
貢
使
の
北
京
行
き
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
と
な
っ
た
。
内
乱
の

影
響
に
よ
っ
て
朝
貢
闘
係
に
重
大
な
支
障
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

一
八
五
三
年
五
月
、
太
平
天
国
軍
に
呼
摩
し
た
天
地
合
同
(
嬰
刀
曾
)
が
一
帽
建
南
部
で
蜂
起
し
、
六
月
に
は
牽
湾
の
天
地
舎
も
反
旗
を
ひ
る
が

(
m
M
)
 

え
し
た
。
海
上
で
も
不
穏
な
動
き
が
高
ま
り
、
同
年
九
月
二
九
日
、
薩
摩
藩
の
島
津
斉
彬
が
幕
府
の
奥
醤
師
に
迭
っ
た
書
簡
に
「
嘗
秋
渡
唐
之

(
必
)

琉
人
甚
恐
怖
之
由
に
承
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
中
国
渡
航
を
間
近
に
ひ
か
え
た
琉
球
人
た
ち
は
非
常
な
「
恐
怖
」
を
感
じ
て
い
た
。
(
貫
際
に
、

海
賊
と
遭
遇
す
る
危
険
が
き
わ
め
て
高
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
八
五
三
年
一
一
月
一
一
一
日
、
薩
摩
の
「
密
使
」
が
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
訪
れ
た
。
そ
の
日
的
は
、
琉
球
を
め
ぐ
る
欧
米
勢
力
の
動
き
や

(
叫
)

中
園
沿
海
の
航
路
情
報
を
探
る
た
め
で
あ
っ
た
。
商
館
長
ク
ル
チ
ウ
ス
に
面
合
し
た
「
密
使
」
は
、
次
の
よ
う
に
質
問
し
た
。
①
「
イ
ギ
リ
ス

人
と
ア
メ
リ
カ
人
は
、
ど
の
よ
う
な
企
園
を
抱
い
て
琉
球
に
来
航
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
は
商
留
を
設
置
す
る
だ
け
で
十
分
満
足
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
琉
球
の
制
覇
を
企
て
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
」
o

積
け
て
、
②
「
琉
球
人
の
た
め
の
一
帽
建
航
路
の
状
況
を
知
り
た
い
。
海
賊
が

頻
繁
に
出
現
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
」
と
尋
ね
、
「
琉
球
人
の
中
園
渡
航
の
た
め
に
中
園
情
勢
に
閲
す
る
情
報
を
求
め
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

す
な
わ
ち
、
英
米
艦
隊
の
琉
球
来
航
を
め
ぐ
る
異
相
、
一
帽
建
航
路
の
状
況
と
海
賊
に
閲
す
る
情
報
提
供
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
第
二
の
質
問
は
、

琉
球
船
の
渡
唐
役
人
た
ち
の
生
死
に
か
か
わ
る
切
賓
な
問
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
商
館
長
は
幕
府
の
禁
令
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
こ
れ
ら

の
質
問
の
回
答
に
は
一
切
麿
じ
な
か
っ
た
。
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そ
の
年
、
日
本
遠
征
に
向
か
う
途
中
で
マ
カ
オ
に
寄
港
し
た
米
国
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
長
官
ペ
リ
l
提
督
は
、
虞
東
沿
海
に
お
け
る
海
賊
の

様
子
に
驚
き
、
「
海
賊
行
負
が
今
日
こ
れ
ほ
ど
公
然
と
、
時
し
げ
く
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
世
界
中
ど
こ
に
も
な
い
。
珠
江
(
門
}
屈
の
C

三
C
ロ

(
M
M
)
 

E
Z
H
)
に
は
海
賊
船
が
群
が
っ
て
い
る
」
と
日
記
に
書
き
留
め
た
。
さ
ら
に
ペ
リ
ー
は
旗
艦
ミ
シ
シ
ッ
ピ
競
の
近
く
で
起
こ
っ
た
海
賊
事
件

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

(
前
略
)
ミ
シ
シ
ッ
ピ
競
が
マ
カ
オ
か
ら
黄
捕
へ
進
む
途
中
、

二
般
の
中
園
の
曳
き
舟
の
う
ち
一
般
が
舵
を
ま
ち
が
え
て
水
び
た
し
に
な

っ
た
。
も
う
一
般
の
舟
は
同
様
な
運
命
に
陥
る
の
を
恐
れ
て
曳
き
綱
を
解
き
、
そ
し
て
帆
を
あ
げ
河
を
遡
っ
て
進
も
う
と
し
た
。
た
ま
た

ま
そ
の
と
き
舟
の
上
に
い
た
こ
の
舟
の
持
主
は
、
自
分
の
舟
が
黄
捕
に
着
く
前
に
海
賊
に
追
い
つ
か
れ
る
だ
ろ
う
と
不
安
が
っ
た
が
、
本

首
に
そ
の
通
り
の
こ
と
が
起
っ
た
。
そ
の
舟
は
、

ミ
シ
シ
ッ
ピ
競
の
組
界
を
去
っ
て
二
、
三
時
間
の
ち
に
、
海
賊
に
乗
り
こ
ま
れ
、
略
奪

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
が
香
港
に
滞
在
し
て
い
る
聞
も
、

ほ
と
ん
ど
絶
え
聞
な
く
軍
艦
す
べ
て
が
麓
砲
し
て
い
る
さ
な
か
に
、
数
回
も
海
賊
行
矯
が

行
わ
れ
た
。

一
八
五
三
(
成
豊
三
)
年
、
こ
の
よ
う
に
マ
カ
オ
や
香
港
の
近
海
で
海
賊
が
横
行
す
る
事
態
を
、

ペ
リ
1
提
督
は
日
の
首
た
り
に
し
た
の
で

あ
る
。
ま
さ
に
同
じ
年
、
一
拍
建
に
説
貼
を
韓
じ
て
み
る
と
、
琉
球
の
護
送
船
二
隻
、
接
貢
船
一
隻
が
海
賊
船
圏
に
襲
わ
れ
る
事
件
が
あ
っ
た

(表
1
事
例
治

9
)
0

事
件
の
経
緯
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
で
あ
る
。
成
豊
三
年
一
一
月
三
日
、
一
唱
州
近
海
の
「
南
開
・
北
闘
之
沖
」
を
航
行
中
で
あ
っ
た
接
貢
船

が
、
無
風
状
態
の
な
か
で
櫓
を
漕
ぎ
つ
つ
五
虎
門
を
め
ざ
し
て
い
た
。
そ
こ
へ
海
賊
船
六
隻
が
突
然
姿
を
現
し
、
大
砲
・
銭
砲
な
ど
で
攻
撃
し

て
き
た
。
琉
球
側
は
必
死
に
防
戦
し
た
が
、

つ
い
に
海
賊
が
琉
球
船
に
乗
り
込
み
、
「
上
荷
物
・
身
廻
荷
・
着
物
」
等
を
掠
奪
し
た
。
さ
ら
に

翌
日
に
も
別
の
賊
船
三
隻
に
追
跡
さ
れ
た
が
、
今
度
は
幸
い
に
も
順
風
に
乗
っ
て
逃
げ
切
り
、
定
海
に
入
港
し
た
。
翌
日
間
安
鎮
か
ら
警
備
の

479 

役
人
が
来
た
の
で
、
琉
球
側
は
海
賊
の
様
子
や
被
害
状
況
な
ど
を
説
明
し
た
。
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さ
ら
に
残
る
護
迭
船
一
一
隻
も
五
虎
門
で
海
賊
に
襲
わ
れ
た
。

一
一
月
六
日
に
定
海
で
碇
を
下
ろ
し
、
五
虎
門
に
乗
り
入
れ
る
潮
時
を
待
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
賊
船
か
ら
砲
撃
を
受
け
て
接
貢
船
と
同
様
に
船
を
乗
っ
取
ら
れ
た
。
「
用
心
銀
」
や
「
身
廻
荷
物
」
、
答
(
カ
ン
ザ
シ
)
や
着
物

(
必
)

ま
で
奪
い
取
ら
れ
た
。

こ
の
と
き
「
南
関
・
北
開
之
沖
」
で
襲
わ
れ
た
護
迭
船
は
、
一
帽
建
の
慶
門
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
へ
向
か
う
途
中
で
琉
球
の
石
垣
島
に
漂
着

(
幻
)

し
た
ロ
パ

l
ト
・
パ
ウ
ン
競
の
中
園
人
苦
力
ら
を
迭
還
す
る
た
め
の
護
迭
船
で
あ
っ
た
。
そ
の
船
に
船
頭
の
従
者
と
し
て
同
乗
し
た
那
覇
東
村

(

川

崎

)

の
大
嶺
筑
登
之
親
雲
上
が
海
賊
に
遭
遇
し
た
状
況
が
、
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

私
ど
も
の
船
が
錠
海
(
幅
州
府
連
江
際
の
定
海
)
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
、
数
隻
の
海
賊
船
が
接
近
し
攻
撃
し
て
き
ま
し
た
。
何
と
か
防
い

で
い
ま
し
た
が
、

つ
い
に
乗
り
込
ま
れ
、
銀
や
個
人
の
荷
物
、
衣
類
、
替
な
ど
を
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
海
賊
は
い
っ
た
ん
引
き
揚

げ
る
か
に
見
え
ま
し
た
が
、
も
う
一
度
乗
り
込
ん
で
き
て
錠
の
縄
を
切
り
落
と
し
、
勝
手
に
船
を
動
か
し
ま
し
た
。
翌
日
、
「
銀
を
す
べ

て
差
し
出
せ
、
隠
し
て
お
く
と
船
を
焼
き
梯
う
ぞ
」
な
ど
と
い
ろ
い
ろ
脅
迫
し
て
き
た
の
で
、
護
没
一
船
の
乗
組
員
は
物
陰
に
逃
げ
隠
れ
ま

し
た
。
終
い
に
は
海
賊
た
ち
が
船
頭
を
取
り
園
ん
で
交
渉
し
ま
し
た
が
、
言
葉
が
通
じ
な
い
こ
と
に
苛
立
っ
て
船
頭
を
斬
ろ
う
と
し
た
ま

さ
に
そ
の
と
き
、
中
国
語
に
通
じ
て
い
た
大
嶺
は
、
自
分
の
主
人
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
の
を
見
て
、
畳
悟
を
決
め
て
飛
び
出
し
て
い
き

ま
し
た
。
大
嶺
は
「
あ
る
だ
け
の
銀
と
品
物
は
す
べ
て
渡
し
ま
し
ょ
う
」
と
持
ち
か
け
、
所
持
し
て
い
た
小
判
金
二
百
六
十
雨
と
品
物
を

運
ん
で
き
て
海
賊
に
渡
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
は
銀
も
品
物
も
一
切
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
の
で
、
海
賊
は
納
得
し
て
引
き
揚
げ
、
危
難
を

切
り
抜
け
ま
し
た
。

二
隻
に
飛
上
り
、
防
船
の
軍
器
及
び
公
私
の

(
ぬ
)

銀
雨
・
大
小
貨
物
・
箸
子
・
衣
服
・
苔
丈
等
の
項
を
掠
奪
す
。
そ
の
一
隻
帯
ぶ
る
所
の
杏
丈
は
、
情
を
講
じ
て
取
り
回
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
海
賊
事
件
に
つ
い
て
王
府
の
『
球
陽
』
に
、
「
該
賊
、
そ
の
勢
力
の
微
弱
な
る
を
見
て
、

琉
球
船
二
隻
に
海
賊
が
乗
り
こ
み
、
銀
や
貨
物
の
ほ
か
に
杏
丈
ま
で
奪
い
取
ら
れ
た
が
、
後
に
杏
丈
は
回
牧
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
幅
州
五
虎
門
の
近
海
で
海
賊
に
襲
わ
れ
た
琉
球
船
三
隻
は
、
約
七
カ
月
後
、
翌
年
の
成
豊
田
年
六
月
三
日
に
よ
う
や
く
那
覇
へ
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(
叩
)

隔
開
港
し
た
。
親
見
世
役
人
一
噛
地
家
の
日
記
に
、
「
蹄
唐
接
貢
船
並
護
迭
せ
ん
武
般
入
津
い
た
し
候
、
尤
護
送
せ
ん
雨
般
と
も
渡

唐
之
向
遭
海
賊
、
金
子
銀
子
其
外
品
々
被
盗
取
候
事
」
と
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
成
豊
四
年
に
は
別
の
民
間
商
船

(
馬
艦
船
)
が
那
覇
か
ら
宮
古
島
へ
行
く
途
中
に
漂
流
し
、

一
帽
建
省
一
帽
鼎
牒
沖
に
流
れ
着
い
た
と
こ
ろ
を
賊
船
三
隻
に
襲
わ
れ

た
。
積
荷
の
被
害
賦
況
に
つ
い
て
は
、
次
の
〈
表
3
〉
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
。

太
平
天
固
の
乱
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
た
首
時
、
杭
州
か
ら
北
京
へ
通
じ
る
大
運
河
の
交
通
は
太
平
軍
に
よ
っ
て
寸
断
さ
れ
、

琉
球
の
朝
貢
使
節
の
上
京
も
困
難
を
き
わ
め
た
。
こ
う
し
た
中
園
の
情
勢
は
琉
球
王
府
を
通
じ
て
薩
摩
藩
の
支
配
層
に
惇
わ
り
、

さ
ら
に
幕
府
の
関
係
者
に
も
報
じ
ら
れ
た
。

一
八
五
三
(
嘉
永
六
)
年
七
月
一

一
日
、
薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
が
幕
府
の
奥
殴
酉
師
多
紀
元
堅
に
逸
っ
た
書
簡
に
は
、
「
唐
固
も

嫡
争
乱
甚
タ
敷
、
五
六
省
被
攻
取
候
よ
し
ニ
御
座
候
、
(
中
略
)
南
京
も
被
奪
、
一
帽
州
北
京
往
来
六
ケ
し
く
候
而
、
夫
故
琉
蹄

唐
船
も
絵
程
延
著
ニ
相
成
申
候
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
す
で
に
南
京
が
太
平
軍
の
手
に
陪
ち
、
一
幅
州
北
京
聞
の
交
通
は
困
難

な
こ
と
か
ら
、
琉
球
使
節
の
時
固
も
大
幅
に
、
遅
れ
る
見
通
し
で
あ
る
と
い
う
。

(
3
)
 
イ
ギ
リ
ス
艦
船
に
よ
る
海
賊
鎮
塵

さ
ら
に
績
け
て
脅
彬
書
簡
は
、
「
海
賊
も
増
長
之
様
子
」
に
注
目
し
、
「
英
船
江
唐
圃
よ
り
加
勢
相
頼
、
賊
船
三
般
焼
打
候
よ

し
、
右
之
通
三
間
唐
園
之
衰
御
察
シ
可
被
成
候
」
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
海
賊
を
鎮
匡
で
き
な
い
清
朝
は
イ
ギ
リ
ス
に
助
力

を
求
め
、
自
ら
の
治
安
能
力
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
さ
に
「
唐
園
之
衰
」
と
い
う
べ
き
状
況
を
露
呈
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
八
五
四
年
、
イ
ギ
リ
ス
船
が
香
港
か
ら
琉
球
へ
寄
港
し
た
際
、
同
乗
の
英
人
宣
教
師
モ

1
ト
ン
よ
り
琉
球
王
府
の
通
事
が

興入
昧手
深し
くた
記 i毎
さ外
れ情
て報

る長よ
O~ る

と

太
平
天
国
の
首L

ク
リ
ミ
ヤ
戦
争
の
ほ
か
に
「
海
賊
之
成
行
」
等
の
動
き
が
、
次
の
よ
う
に
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一
八
五
四
(
成
竪
四
)
年
七
月
ご
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
商
船
二
般
が
一
帽
建
沿
海
で
海
賊
に
遭
い
、
う
ち
小
型
の
船
は
乗
っ
取
ら
れ
、
英
園
人
五

名
・
唐
人
十
名
が
ボ
i
ト
に
乗
り
、
一
拍
州
ま
で
逃
げ
て
来
た
と
い
う
。
「
賊
船
大
小
五
拾
般
絵
輿
合
、
賊
人
共
英
船
江
乗
込
、
番
銭
三
千
枚
、

衣
装
共
被
奪
取
候
由
」
と
あ
る
よ
う
に
、

五
十
般
能
り
の
賊
船
に
包
固
さ
れ
、
番
銭
(
西
洋
銀
貨
)
一
一
一
千
枚
、
衣
服
ま
で
身
ぐ
る
み
剥
が
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
件
が
各
地
で
頻
愛
し
た
た
め
、

イ
ギ
リ
ス
海
軍
は
掃
討
作
戦
を
展
開
し
、

一
帽
州
で
も
容
赦
な
く
武
力
行
使
に
踏
み
切
っ
た
。

「
英
園
官
船
一
帽
州
口
近
乗
寄
候
折
、
賊
船
共
責
(
商
カ
)
船
共
輿
相
心
得
寄
懸
、
官
船
よ
り
火
矢
射
立
候
付
、
賊
船
ハ
水
ニ
沈
候
」
と
あ
る
よ

う
に
、
イ
ギ
リ
ス
船
は
「
賊
船
」
に
砲
火
を
浴
び
せ
撃
沈
す
る
な
ど
、
緊
迫
し
た
「
海
賊
之
成
行
」
が
琉
球
側
史
料
に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

一
八
五
六
年
三
月
の
ク
リ
ミ
ヤ
戦
争
終
結
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
中
園
沿
海
に
お
け
る
海
軍
力
を
増
強
し
た
。
同
年
一

O
月、

ア
ヘ
ン
密

輪
船
を
警
戒
す
る
清
朝
の
官
憲
が
、
慶
州
の
珠
江
に
碇
泊
中
の
ジ
ヤ
ン
ク
船
ア
ロ

1
競
の
乗
組
員
を
海
賊
の
嫌
疑
で
桂
致
し
た
。
こ
の
事
件
を

き
っ
か
け
に
ア
ロ

l
戦
争
が
勃
護
し
、

五
八
年
一
月
英
悌
連
合
軍
が
慶
州
に
入
城
し
た
。
こ
の
と
き
結
ぼ
れ
た
天
津
倹
約
第
五
十
二
候
お
よ
び

エ
ル
ギ
ン
卿
宛
て
の
訓
令
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
が
開
港
場
居
留
民
の
保
護
を
名
目
と
し
て
海
賊
掃
討
を
行
う
際
、
中
国
領
内
の
す
べ
て

(
お
)

の
港
に
入
る
自
由
を
持
つ
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
清
朝
は
海
賊
を
み
ず
か
ら
鎮
匪
で
き
ず
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
に
沿
海
の
治
安
警
察
権
の
一
部
を

委
ね
ざ
る
を
得
な
い
賦
況
に
追
い
込
ま
れ
、
清
朝
の
威
信
は
ま
す
ま
す
低
下
し
た
。

こ
う
し
た
中
園
情
勢
を
琉
球
側
で
は
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
八
五
五
(
成
豊
五
)
年
五
月
の
一
帽
地
家
日
記
に
よ
れ
ば
、

「
唐
兵
乱
」
の
た
め
進
貢
使
は
上
京
で
き
ず
一
帽
州
で
滞
留
を
鈴
儀
な
く
さ
れ
、
「
海
賊
山
賊
も
去
年
よ
り
猫
繁
々
相
成
、
唐
近
遺
之
海
路
自
由

ニ
往
来
不
罷
成
、
至
極
差
支
居
候
」
と
、
海
上
交
通
の
マ
ヒ
状
態
が
停
え
ら
れ
て
い
る
。

一
八
五
五
(
成
翌
五
)
年
一

一
月
間
湖
線
督
慶
瑞
の

(
お
)

上
奏
に
、
琉
球
園
の
進
貢
船
が
所
定
の
時
期
を
過
ぎ
て
も
未
だ
に
一
帽
建
へ
到
着
し
て
い
な
い
た
め
、
使
節
は
上
京
で
き
な
い
と
い
う
。

さ
ら
に
混
迷
を
深
め
る
「
唐
兵
乱
」
の
様
相
を
惇
え
て
い
た
。
同
年
一
月
、
太
平
天
国
の
建
薫
と

思
わ
れ
る
「
賊
兵
」
ら
が
一
帽
建
北
部
に
攻
め
入
り
、
延
平
府
・
建
寧
府
な
ど
各
地
を
占
援
し
た
。
四
月
に
は
総
督
一
行
が
現
地
に
赴
い
た
が
、

一
八
五
七
(
成
豊
七
)
年
の
同
日
記
は
、
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賊
を
鎮
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ
に
驚
い
た
一
拍
州
城
下
南
蓋
門
外
の
住
民
は
遠
方
へ
逃
げ
去
っ
た
。
虞
東
省
で
は
二
月
ご
ろ
イ
ギ
リ
ス
人

の
兵
乱
が
護
生
し
て
交
易
が
停
滞
し
、
商
品
買
附
け
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
だ
と
い
う
。

こ
う
し
た
中
園
兵
乱
の
様
子
が
刻
々
と
琉
球
に
ま
で
停
わ
っ
た
首
時
、
幕
末
日
本
で
は
列
強
の
外
医
と
擦
夷
の
は
ざ
ま
で
揺
れ
動
い
て
い
た
。

一
八
六
三
年
七
月
に
は
「
薩
英
戦
争
」
が
勃
設
し
、
鹿
児
島
湾
に
碇
泊
し
て
い
た
琉
球
船
も
巻
き
ぞ
え
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
の
砲
火
を
浴

(
日
)

ぴ
て
焼
沈
し
た
。

太
平
天
国
の
乱
が
績
く
中
国
で
は
清
軍
が
よ
う
や
く
蘇
州
を
奪
還
し
た
が
、
海
賊
事
件
は
な
お
頻
費
し
て
い
た
。
一
八
六
一
二
(
同
治
二
)
年
、

琉
球
の
護
迭
船
が
「
海
た
ん
」
(
海
壇
)
で
賊
船
に
積
み
荷
を
奪
わ
れ
、
さ
ら
に
本
船
も
座
礁
す
る
事
件
が
あ
っ
た
(
表
1
事
例
恥
日
)
o

現
場
の

海
壇
島
は
一
唱
建
省
一
唱
清
牒
の
東
南
海
上
、
す
で
に
明
代
か
ら
倭
冠
の
擦
貼
と
し
て
知
ら
れ
た
。

そ
こ
で
金
品
、
衣
類
、
普
ま
で
海
賊
に
身
ぐ
る
み
剥
が
さ
れ
た
琉
球
人
一
行
は
、
命
か
ら
が
ら
時
国
の
途
に
つ
い
た
。

年
の
一
唱
地
家
日
記
五
月
一
六
日
候
に
、
「
踊
唐
船
今
日
致
入
津
候
、
唐
之
兵
乱
い
ま
た
不
相
鎮
候
得
共
、
漸
々
官
軍
之
方
は
勢
ひ
強
く
相
成
、

此
間
被
奪
取
候
蘇
州
な
ど
も
御
取
蹄
矯
相
成
段
承
候
、
且
又
去
秋
被
御
遣
候
護
迭
船
者
、
海
た
ん
と
申
所
之
沖
ニ
而
賊
船
ニ
逢
荷
物
被
奪
取
、

(
日
)

船
ハ
干
瀬
江
走
揚
致
破
船
、
乗
組
人
数
者
借
船
を
以
迫
々
致
蹄
着
筈
之
段
承
候
事
」
と
あ
り
、
「
借
船
」
で
恒
開
園
す
る
見
通
し
だ
と
い
う
。

一
八
六
回
(
同
治
一
一
一
)

一
九
世
紀
後
半
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
力
は
ア
ジ
ア
海
域
の
海
賊
を
掃
討
す
る
た
め
、
蒸
気
軍
艦
を
配
備
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
蒸
気
船
に
よ
る

海
賊
の
撃
退
は
、

一
八
三
六
年
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
船
に
は
じ
ま
り
、

蒸
気
船
を
配
備
し
た
。
こ
の
結
果
、

一
八
六
二
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
が
協
力
し
て

(
隠
)

ス
l
ル
1
の
海
賊
活
動
と
貿
易
は
衰
退
し
た
と
い
わ
れ
る
。

西
洋
式
の
蒸
気
軍
艦
は
、
そ
れ
ま
で
の
帆
船
に
く
ら
べ
て
格
段
に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、
海
賊
の
掃
討
に
威
力
を
護
揮
し
た
。
奮
来
の
帆
船

に
代
わ
る
近
代
的
蒸
気
船
の
登
場
に
よ
っ
て
、
惇
統
的
な
帆
船
に
よ
る
海
賊
活
動
は
新
た
な
時
代
の
轄
換
期
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
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結

び

に

か

え

て

以
上
の
よ
う
な
海
賊
問
題
に
つ
い
て
敷
桁
し
つ
つ
論
旨
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

国
家
の
枠
を
越
え
た
人
聞
の
移
動
と
交
易
の
連
鎖
が
っ
く
り
だ
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
歴
史
は
、
国
家
が
主
導
す
る
公
貿
易
の
世
界
だ
け
で
完

結
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
公
貿
易
と
緊
張
・
封
立
闘
係
に
あ
っ
た
私
貿
易
(
密
貿
易
)
の
世
界
、
そ
れ
と
深
く
関
わ
っ
た
「
海
賊
」

勢
力
も
ま
た
束
ア
ジ
ア
海
域
史
の
舞
蓋
に
登
場
し
た
、

い
わ
ば
陰
の
主
役
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
海
域
に
慶
が
る
通
商
・
貿
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
撹
乱
し
、
ま
た
諸
民
族
の
針
立
や
緊
張
を
は
ら
み
つ
つ
展
開
し
た
海
賊
行
潟
は
、
そ
れ
を
取
り
締
ま
る
国
家
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
許
し
難
い

「
不
法
行
馬
」
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
沿
海
民
の
側
に
覗
貼
を
反
轄
す
る
と
、
海
賊
行
矯
を
生
み
出
す
要
因
が
そ
の
最
し
い
生
活
環
境
に
深
く
根
ざ
し
て
い
た
一
面
も
見

落
と
せ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
農
耕
地
が
乏
し
く
慢
性
的
な
食
料
不
足
と
貧
困
に
悩
ま
さ
れ
績
け
た
幅
建
・
慶
束
沿
海
で
は
、
停
統
的
に
漁
業
や

交
易
へ
の
指
向
が
強
く
、
飢
鐘
で
逃
散
し
た
農
民
が
海
賊
に
醇
化
す
る
流
動
的
な
状
況
が
根
強
く
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

沿
海
部
の
流
民
・
飢
民
に
す
れ
ば
、
生
き
残
り
を
か
け
て
海
に
出
る
し
か
な
い
。
飢
謹
に
よ
る
沿
海
民
の
窮
乏
化
、

つ
ま
り
農
村
の
矛
盾
が

海
上
に
押
し
出
さ
れ
て
海
賊
を
誘
護
し
た
。
海
と
陸
の
問
題
は
け
っ
し
て
無
関
係
で
な
く
、
む
し
ろ
内
在
的
に
連
動
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

陸
上
の
農
民
一
投
に
針
し
、

い
わ
ば
「
海
民
一
投
」
と
い
う
べ
き
性
格
を
も
っ
と
い
え
よ
う
。

一
七
世
紀
中
十
ば
以
降
、
①
明
清
交
替
期
、
②
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
め
の
「
艇
盗
の
乱
」
、
③
一
九
世
紀
中
期
の
太
平
天
園
の
乱
、

こ
れ
ら
の
枇
舎
費
動
期
に
お
い
て
激
化
し
た
海
賊
勢
力
は
、
琉
球
の
朝
貢
船
や
民
間
船
を
襲
い
、
大
き
な
被
害
を
輿
え
た
。
も
っ
ぱ
ら
陸
路
で

中
園
に
朝
貢
す
る
内
陸
圃
の
モ
ン
ゴ
ル
や
朝
鮮
、

ベ
ト
ナ
ム
諸
国
と
は
ち
が
っ
て
、
島
興
国
の
琉
球
は
海
路
に
よ
る
ほ
か
な
く
、
海
賊
の
脅
威

を
克
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
琉
球
の
朝
貢
船
が
深
刻
な
影
響
を
蒙
っ
た
賦
況
に
封
し
、
琉
球
王
府
で
は
自
衛
手
段
と
し
て
大
砲
や
銭
砲

な
ど
の
武
器
を
搭
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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一
拍
建
沿
海
に
お
い
て
琉
球
船
が
襲
わ
れ
た
事
例
は
十
五
件
を
数
え
る
。
こ
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
、
③
期
の
七
件
で
、
全
瞳
の
半
数
近
く
を

占
め
て
い
た
。
太
平
天
圃
の
乱
と
と
も
に
海
賊
の
動
き
が
激
化
し
た
一
九
世
紀
竿
ば
、
マ
カ
オ
に
寄
港
し
た
ペ
リ

l
提
督
は
そ
の
様
子
に
驚
き
、

「
海
賊
行
矯
が
今
日
こ
れ
ほ
ど
公
然
と
、
時
し
げ
く
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
世
界
中
ど
こ
に
も
な
い
」
と
述
べ
た
ほ
ど
で
あ
る
。

清
朝
の
支
配
瞳
制
が
大
き
く
ゆ
ら
ぎ
、
沿
海
地
域
の
治
安
能
力
が
低
下
し
た
一
九
世
紀
後
宇
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
新
型
蒸
気
軍
艦
が
、

開
港
場
お
よ
び
そ
の
近
海
で
「
海
賊
掃
討
」
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
帆
船
に
代
わ
る
、
近
代
的
蒸
気
船
の
登
場
に
よ
っ
て
、
海
賊
も
新
た
な
時
代

の
持
機
を
迎
え
た
と
い
え
よ
う
。

485 

キ+占(
1
)

ア
ジ
ア
海
域
史
の
研
究
に
慶
く
資
す
る
論
著
と
し
て
、
〉
ロ

p
c
s

河
合
(
戸
旬
。
N
h
h
b
E叫
h
h
ヘ
由
ん
判

N
Q
N
W
N
H炉
内

h
h句。
L

「
(
U

。芸
S
2
h
Q
H
4
U
むし目。∞〔
N

Z
O岩
国
2
1
0
ロ
伶

HLO
ロ門日
0

ロ
ペ
m
w
-
o
d
ロ
E
O
B
H
q
司円。印印ヨ戸市山∞∞
h
W

5
3ゆ
N
5
2
(
邦
誇
『
大
航
海
時
代
の
東
南
ア
ジ
ア
I
-
H
』
法

政
大
附
晶
子
出
版
局
、
一
九
九
七
年
)
、
家
島
彦
一
『
海
が
創
る
文
明

|
|
イ
ン
ド
洋
海
域
世
界
の
歴
史
』
(
朝
日
新
聞
刷
、
一
九
九
三
年
)
、

長
島
弘
「
ア
ジ
ア
海
域
通
商
圏
論
|
|
イ
ン
ド
洋
世
界
を
中
心
に
」

(
照
史
的
学
研
究
舎
編
『
現
代
歴
史
的
門
干
の
成
果
と
課
題
一
九
八
O

二
0
0
0年

I

歴
史
撃
に
お
け
る
方
法
的
特
同
」
青
木
書
底
、

二
O
O
二
年
)
等
が
あ
る
。
な
お
、
『
中
国
海
洋
設
展
史
論
文
集
」

(
古
甲
南
北
・
中
央
研
究
院
中
山
人
丈
一
吐
舎
科
事
研
究
所
)
の
論
集
シ

リ
ー
ズ
は
、
近
年
の
研
究
動
向
を
知
る
う
え
で
も
便
利
で
あ
る
。

以
下
、
琉
球
関
係
の
研
究
史
に
つ
い
て
略
述
す
る
。
最
近
の
研
究

動
向
を
包
括
的
に
整
理
し
、
濁
自
の
見
解
を
示
し
た
レ
ビ
ュ
ー
論
文

と
し
て
、
波
透
美
手
「
琉
球
と
中
園
|
|
近
年
の
研
究
動
向
|
|
」

十

(
『
中
園
史
筆
』
第
一
一
二
巻
、
二

O
O
一
一
一
年
)
が
示
唆
に
富
む
。
徐

恭
生
「
九
ト
年
代
以
来
中
琉
関
係
史
研
究
概
略
|
|
以
中
国
大
陸
矯

中
心
」
(
『
幅
建
師
範
大
皐
皐
報
(
哲
学
社
舎
科
撃
版
)
』
一
一
七
、

二
O
O
三
年
)
は
、
中
園
に
お
け
る
一
九
九
0
年
代
以
降
の
研
究
に

つ
い
て
概
述
。
夫
馬
進
編
『
増
副
使
琉
球
録
解
題
及
び
研
究
』

(
格
樹
書
林
、
一
九
九
九
年
)
は
、
明
清
期
の
冊
封
に
関
す
る
基
本

史
料
で
あ
る
使
琉
球
録
の
精
綴
な
研
究
成
果
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、

原
回
目
雄
に
よ
る
使
録
誇
注
シ
リ
ー
ズ
(
裕
樹
書
林
、
既
刊
七
明
)
、

同
『
珊
封
使
録
か
ら
み
た
琉
球
』
(
裕
樹
書
林
、
二

0
0
0年
)
等

を
お
世
間
…
。

さ
ら
に
加
封
・
朝
貢
関
係
論
で
は
、
法
政
大
皐
沖
縄
文
化
研
究
所

編
『
中
園
一
噛
建
省
・
琉
球
列
島
交
渉
史
の
研
究
』
(
第
一
書
房
、
一

九
九
五
年
)
、
金
城
正
篤
「
頒
封
論
・
領
封
論
|
|
珊
封
を
め
ぐ
る

議
論
」
(
『
第
三
回
琉
球
・
中
岡
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論

文
集
』
(
沖
縄
豚
公
文
書
館
、
一
九
九
六
年
)
、
西
里
喜
行
「
冊
封
進

「
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貢
樫
制
の
動
揺
と
そ
の
諸
契
機
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
五
九
巻
一
競
、

二
0
0
0
年
)
、
岡
本
弘
這
「
明
朝
に
お
け
る
朝
貢
岡
琉
球
の
位
置

附
け
と
そ
の
饗
化
」
(
『
束
洋
史
研
究
』
第
五
七
巻
四
競
、
一
九
九
九

年
)
、
赤
嶺
守
『
琉
球
王
国
』
(
講
談
枇
選
書
メ
チ
ェ
、
二

O
O
四

年
)
等
の
成
果
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
所
封
関
係
を
頑
野
に
入
れ
た
幕
藩
制
園
家
と
琉
球
の
関

係
史
に
つ
い
て
は
、
紙
屋
敦
之
『
大
君
外
交
と
束
ア
ジ
ア
』
(
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
七
年
)
、

L
L

原
粂
主
口
『
幕
藩
制
形
成
期
の
琉
球
支

配
」
(
古
川
弘
文
館
、
二

O
O
一
年
)
、
豊
見
山
和
行
『
琉
球
王
園
の

外
交
と
王
権
』
(
吉
川
弘
文
館
、
二

O
O
四
年
)
に
詳
し
い
。
ま
た
、

海
外
情
報
・
貿
易
論
に
つ
い
て
は
、
員
姑
宋
不
房
昭
「
近
世
に
お
け
る

海
外
情
報
と
琉
球
の
位
置
」
(
『
思
想
」
第
七
九
六
競
、
一
九
九

O

年
)
、
同
「
琉
球
貿
易
の
構
造
と
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
(
豊
見
山
和

行
編
『
琉
球
・
沖
縄
史
の
世
界
」
古
川
弘
文
館
、
二

O
O
一一一年)、

松
浦
章
『
清
代
中
園
琉
球
貿
易
史
の
研
究
』
(
格
樹
書
林
、
二

0
0

三
年
)
が
あ
る
ほ
か
、
清
朝
に
汲
遣
さ
れ
た
朝
貢
使
節
に
つ
い
て
は
、

深
津
秋
人
「
近
世
琉
球
の
渡
唐
使
節
に
お
け
る
謝
恩
使
」
(
『
第
八
回

琉
中
歴
史
関
係
国
際
的
学
術
舎
議
論
文
集
』
二

O
O
一
年
)
等
の
成
果

が
あ
る
。
ま
た
、
漂
流
・
漂
着
民
の
送
還
問
題
で
は
、
西
旦
喜
行

『
バ
ウ
ン
競
の
苦
力
反
乱
と
琉
球
王
国
』
(
格
樹
書
林
、
二

O
O
一

年
)
、
同
「
清
代
光
緒
年
間
の
〈
琉
球
困
難
民
〉
漂
着
事
件
に
つ
い

て
」
(
『
第
二
同
琉
球
・
中
園
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
文

集
」
沖
縄
問
脚
立
岡
書
館
編
、
一
九
九
五
年
)
、
赤
嶺
守
「
清
代
の
琉

球
漂
流
民
迭
還
鰹
制
に
つ
い
て
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
第
五
八
巻
三
援
、

一
九
九
九
年
)
、
渡
達
美
季
「
近
世
琉
球
に
お
け
る
中
園
人
漂
着
民

」

の
船
隻
・
積
荷
の
庭
山
置
の
賓
態
」
(
『
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』
別
冊
二
一
、

二
O
O
三
年
)
等
の
豊
富
な
成
果
が
あ
る
。
詳
細
は
渡
漫
論
文
お
よ

び
、
(
村
井
章
介
代
表
)
『
八
1

一
七
世
紀
の
束
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け

る
人
・
物
・
情
報
の
交
流
」
上
・
下
珊
(
科
卒
研
究
費
補
助
金
基
盤

研
究
凶
川
成
果
報
告
書
、
二

O
O
四
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
2
)

京
都
女
子
大
皐
東
洋
史
研
究
室
編
『
束
ア
ジ
ア
海
洋
域
圏
の
史
的

研
究
』
(
京
都
女
子
大
向
学
研
究
叢
刊
三
九
、
京
都
文
子
大
学
後
行
、

二
O
O
三
年
)

0

(
3
)

山
本
草
二
「
海
上
犯
罪
の
規
制
に
関
す
る
候
約
方
式
の
原
型
」

(
山
本
草
二
・
杉
原
高
嶺
編
『
海
洋
法
の
歴
史
と
展
望
』
有
斐
関
、

一
九
八
六
年
)
。

(
4
)

生
出
滋
「
一
九
世
紀
前
竿
の
東
南
ア
ジ
ア
群
島
部
に
お
け
る
海
賊

行
佐
川
」
(
秋
道
智
禰
編
著
『
海
人
の
世
界
』
同
文
館
、
一
九
九
八
年
)

二
六
五
、
二
八
五
頁
。

(
5
)

フ
ロ
イ
ス
『
日
本
史
』
第
一
部
六
章
、
中
央
公
論
利
。
中
佐
日
本

の
悪
黛
と
海
賊
に
つ
い
て
は
、
網
野
善
彦
『
思
黛
と
海
賊
|
|
日
本

中
世
の
枇
舎
と
政
治
』
(
法
政
大
皐
出
版
局
、
一
九
九
五
年
)
参
照
。

(
6
)

海
上
犯
罪
を
監
親
し
て
い
る
ロ
ン
ド
ン
の
困
際
海
事
局
(
円
呂
ロ
)

の
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に
よ
る
と
、
二

O
O一
一
一
年
に
愛
生
し
た
海
賊
事
件

は
、
世
界
全
龍
で
前
年
比
二

O
%増
の
四
百
四
十
五
件
で
、
と
く
に

海
上
輸
送
の
重
要
航
路
に
あ
た
る
マ
ラ
ツ
カ
海
峡
を
中
心
と
し
た
海

域
が
も
っ
と
も
多
い
。
な
お
、
東
南
ア
ジ
ア
の
海
賊
問
題
を
め
ぐ
る

園
際
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
考
に
詳
し
い
。
高
埜
健
「
海
域
ア

ジ
ア
の
安
全
保
障
|
|
海
賊
問
題
を
め
ぐ
る
地
域
協
力
を
中
心
に

|
|
」
(
闘
根
政
美
・
山
本
信
人
編
『
現
代
東
ア
ジ
ア
と
日
本
4

十

「
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海
域
ア
ジ
ア
」
慶
慮
義
塾
大
皐
出
版
舎
、
二

O
O
四
年
)

0

(
7
)

琉
球
王
府
の
正
史
『
中
山
世
譜
』
巻
八
に
、
「
順
治
十
一
年
以
後
、

本
園
数
次
遣
使
、
迎
接
慶
賀
使
臣
、
比
内
潟
海
賊
所
阻
。
故
不
復
遺

使
」
と
あ
る
。
な
お
、
常
該
期
の
琉
球
貿
易
に
つ
い
て
は
、
己
巨
(
航
宋
卒

房
昭
「
明
清
動
乱
期
に
お
け
る
琉
球
貿
易
の
一
考
察
|
|
康
県
慶
賀

船
の
祇
遣
を
中
心
に
|
|
」
(
『
九
州
史
皐
』
第
八
O
援
、
一
九
八
四

年
)
を
参
照
。

(
8
)

張
出
場
千
雄
(
原
田
馬
雄
謬
注
)
『
使
琉
球
紀
・
中
山
紀
略
』
裕
樹
書

林
、
一
九
九
八
年
、
三
六
、
五
五
、
五
六
頁
。

(
9
)

国
呉
条
平
房
昭
「
一
七
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
海
賊
問
題
と
琉

球
」
(
「
経
済
史
研
究
』
第
四
競
、
二

0
0
0年
、
大
阪
経
済
大
墜
日

本
経
済
史
研
究
所
)
。
こ
れ
ら
の
海
賊
事
件
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

史
料
を
参
照
。
「
従
琉
球
岡
大
清
へ
貢
納
之
船
婦
帆
仕
往
還
之
様
子

巾
上
候
目
覚
」
(
『
華
夷
愛
態
』
上
班
、
八
九
!
九
一
頁
)
0

『
鹿
児
島
豚

史
料
奮
記
雑
録
追
録
一
』
一
四
五
一
競
・
一
四
五
二
競
・
一
四
五

六
競
・
一
四
七
六
競
。
「
程
氏
家
謹
巴
六
世
泰
一
昨
(
『
那
覇
市
史
』
家

譜
資
料
第
一
審
六
(
下
)
、
五
四
四
頁
)
。

(
日
)
『
球
陽
』
を
七
、
向
貞
王
四
年
侠
(
讃
み
下
し
編
、
角
川
書
応
、

一
九
七
四
年
)
、
二

O
八
頁
。

(
日
)
『
唐
通
事
合
所
日
銀
七
」
束
京
大
向
学
出
版
舎
、
一
九
六
八
年
、

八
六
l
八
八
頁
。

(
ロ
)
同
県
条
平
房
昭
「
一
六
i
一
七
世
紀
に
お
け
る
琉
球
海
域
と
幕
藩
制

支
配
」
(
『
日
本
史
研
究
』
第
五

O
O競
、
二

O
O
四
年
)

0

(
日
)
察
温
「
濁
物
語
」
(
崎
漬
秀
明
編
『
察
組
合
集
』
本
邦
書
籍
、

九
八
四
年
、
八
四
頁
)

0

487 

」

(
M
H
)

註

(
9
)
論
文
。

(
日
)
「
琉
球
館
文
書
」
(
『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
一
巻
二
、

頁
)

0

(
日
)
「
大
島
筆
記
」
(
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
一
巻
、
三
一
書

房
、
一
九
六
八
年
、
三
六
六
、
三
七
一
、
三
七
三
頁
)
o

ち
な
み
に
、

一
七
一
九
(
康
照
五
八
)
年
琉
球
に
渡
航
し
た
冊
封
使
の
乗
船
に
は
、

大
小
砲
十
二
門
が
搭
載
さ
れ
た
(
「
中
山
惇
信
銀
』
巻
一
)
。

(
口
)
松
浦
章
「
清
代
一
踊
建
沿
海
地
域
枇
舎
と
東
ア
ジ
ア
海
域
の
交
流
」

(
前
掲
註
(
2
)
『
東
ア
ジ
ア
海
洋
域
圏
の
史
的
研
究
』
一
一
一
四
一

l

三
四
七
頁
)
。

(
凶
)
陳
盛
即
日
『
問
俗
録
』
(
平
凡
枇
東
洋
『
リ
入
庫
、
一
九
八
八
年
)
二
一
一

八
l
一
四
O
頁。

(
日
)
「
高
宗
(
貫
録
』
乾
隆
五
十
九
年
正
月
発
丑
候
。

(
初
)
「
琉
球
之
一
件
」
(
尚
古
集
成
館
裁
)
o

乾
隆
・
嘉
慶
期
の
海
賊
に

琉
球
船
が
掠
奪
さ
れ
た
例
は
、
西
里
喜
行
「
冊
封
進
貢
龍
制
の
動
揺

と
そ
の
諸
契
機
」
(
『
束
洋
史
研
究
』
五
九
巻
一
競
、
二

0
0
0年
)

に
、
一
部
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
琉
球
之
一
件
」
の
翻
刻
史
料
と

し
て
、
「
鹿
児
島
原
史
研
究
』
第
四
競
を
参
照
。
な
お
、
本
稿
で
は

引
用
の
際
に
字
句
の
誤
り
を
若
干
訂
正
し
た
。

(
幻
)
中
圏
第
一
一
歴
史
槍
案
館
編
『
清
代
中
琉
閥
係
棺
案
選
編
』
(
中
華

書
局
、
一
九
九
三
年
)
二
七
五
l
二
八
三
頁
。

(
勾
)
「
歴
代
資
案
』
第
二
集
巻
八
卜
三
(
校
訂
本
第
七
冊
)
二
九
六

頁
。
な
お
、
斯
江
巡
撫
吉
慶
の
乾
隆
六
十
年
八
月
十
一
日
付
の
奏
摺

の
原
文
は
、
以
下
の
と
お
り
。
「
琉
球
凶
貨
船
在
洋
被
劫
一
案
、
前

経
肇
獲
品
川
町
犯
林
玉
頂
等
供
出
盗
首
林
護
校
H

祭
大
等
、
子
五
月
一
一
一
日
在

四
九

十

「
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楓
州
南
廃
山
外
洋
行
劫
、
並
子
所
獲
盗
船
内
起
出
番
衣
番
布
旗
等
物
、

其
翁
碓
係
林
務
校
生
寸
劫
去
無
疑
。
」

(
お
)
『
中
山
世
譜
」
巻
十
(
『
琉
球
史
料
叢
童
H

』
第
四
巻
、
東
京
美
術
、

一
九
七
二
年
、
二
一
一
頁
)
。

(μ)
前
掲
註
(
4
)
生
田
論
文
、
二
八
五
頁
。

(
お
)
「
中
陵
浸
録
」
を
之
六
(
園
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
戒
)
。
海
賊

林
都
民
枝
に
つ
い
て
言
及
し
た
清
代
の
公
文
書
は
賓
録
類
の
他
に
も
多

く
、
た
と
え
ば
『
明
清
史
料
」
庚
編
第
四
本
で
も
確
認
で
き
る
。

(
お
)
前
掲
史
料
「
琉
球
之
一
件
」
に
振
る
。

(
幻
)
『
恵
姓
家
譜
』
三
世
喜
紀
(
『
那
覇
市
史
家
譜
資
料
四
』
那

覇
・
泊
系
、
二
二

O
頁
、
議
下
し
文
に
改
め
た
)

0

(
お
)
『
玩
氏
家
譜
(
小
宗
小
渡
家
)
」
八
世
玩
世
祭
。
括
弧
内
の
文
字

は
引
用
者
に
よ
る
補
足
。

(
m
U
)

『
清
代
中
琉
関
係
槍
案
五
編
』
(
中
園
棺
案
出
版
社
、
二

O
O
二

年
)
四
一
一
一
一
一
l
四
二
四
頁
。

(
初
)
嘉
慶
期
の
海
賊
と
察
牽
の
活
動
に
闘
す
る
研
究
と
し
て
、
松
浦
章

『
中
岡
の
海
賊
」
(
東
方
書
庖
、
一
九
九
五
年
)
、
同
『
中
園
の
海
商

と
海
賊
』
山
川
出
版
祉
、
二

O
O
三
年
)
を
は
じ
め
、
次
の
よ
う
な

論
著
を
参
照
。
季
士
家
「
清
軍
機
庭
〈
察
牽
反
清
闘
争
項
〉
棺
案
遮

略
」
(
「
歴
史
槍
案
』
一
九
八
二
年
第
一
期
)
、
黄
典
権
「
察
牽
朱
貫

海
盗
之
研
究
」
(
『
蓋
南
文
化
」
第
六
巻
一
期
、
一
九
八
五
年
)
、
張

中
訓
「
清
嘉
慶
年
間
闘
樹
海
盗
組
織
研
究
」
(
『
中
園
海
洋
愛
展
史
論

文
集
』
第
二
輯
、
中
央
研
究
院
三
民
主
義
研
究
所
、
一
九
八
六
年
)
、

季
士
家
「
察
牽
研
究
九
題
」
(
『
歴
史
槍
案
』
一
九
九
二
年
第
一
期
)
、

松
浦
章
「
海
盗
察
牽
一
族
の
墳
墓
」
(
『
閥
西
大
向
学
博
物
館
紀
要
』
第

」

三
披
、
一
九
九
七
年
)
。

(
訂
)
鄭
庚
南
『
中
園
海
品
川
町
史
」
華
束
稗
工
大
向
学
出
版
祉
、

三
一
九
J

三
二
二
頁
、
三
三

O
頁。

(
沼
)
「
仁
京
賓
録
』
巻
一

O
八
、
嘉
慶
八
年
二
月
日
記
月
依
。
松
浦
章

『
中
岡
の
海
賊
』
一
四
八
頁
。

(
お
)
同
区
山
口
出
宮
戸
ロ
ミ

7
3ミ
言
。
¥
号
h
r
R
S
9
2
E
h
S
F
H
勺忠

し
N

∞

N
Q
ω
Z巳
DH巳

d
E〈
2
2弓
同
)
見
出
切
s

戸
市
山
∞
吋
ヨ
官
官
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下
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編
、
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書
庖
、

一
九
七
四
年
)
四
四
八
頁
。

(
お
)
「
鄭
氏
家
譜
』
十
六
世
鄭
克
新
(
『
那
覇
市
史
家
譜
資
料
二
』

第
l
巻
6
久
米
村
系
(
下
)
、
六
四
五
頁
)
o

な
お
、
家
譜
の
引
用
文

中
「
察
」
の
字
は
、
「
察
」
の
誤
篤
と
み
ら
れ
る
。

(
お
)
岡
本
隆
司
『
近
代
中
園
と
海
閥
』
名
士
門
屋
大
息
子
出
版
合
、
一
九
九

九
年
、
二
二
六
i
二
二
七
頁
。

(
幻
)
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海
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の
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動
と
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朝
」
(
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皐
報
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十
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、
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(
ぬ
)
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清
賓
録
蓋
湾
史
資
料
専
輯
』
一
脂
建
人
民
出
版
紅
、
一
九
九
三
年
、

八
八
O
l
八
八
七
頁
。

(
ω
)
O
B円
。
町
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年
、

十

「

68 

「



L 

去
一
幕
任
問
『
叫
阿
部
汁

-
J跡
部
リ
中
日
宍
)
仏

-
H
N
E待

ー「

は
二

0
0
ト
ン
ク
ラ
ス
以
下
で
、
吃
水
の
浅
い
小
砲
艦
に
よ
っ
て
占

め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
中
岡
沿
岸
部
や
内
陸
河
川

で
は
、
と
く
に
重
要
な
戟
力
を
構
成
し
て
い
た
(
横
井
勝
彦
『
ア
ジ

ア
の
海
の
大
英
帝
園
』
同
文
館
、
一
九
八
八
年
、
一
五
八
頁
)
。
イ

ギ
リ
ス
海
軍
は
一
八
四
七
年
に
海
賊
船
四
十
七
隻
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撃
破
、
九
百
人

以
上
を
殺
害
し
て
い
る
(
フ
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史
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ポ
l
ト
、
一
九
九
四
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三
六
三
頁
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U
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『
中
園
の
海
賊
」
(
東
方
書
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、
一
九
九
五
年
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一
五
五

ー
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五
六
頁
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冨
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夷
務
始
末
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巻
三
、
這
光
三
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十
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月
乙

升
候
。

(
必
)
連
立
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一
帽
建
恥
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日
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硝
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民
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版
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八
九
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。

(
必
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島
津
斉
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川
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六
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七

二
五
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反
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史
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資
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収
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史
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史
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』
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一
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「
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留
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人
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行
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方
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御
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候
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球
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園
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補
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七
五
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、
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六
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頁
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治
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と
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弘
文
館
、
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史
』
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第
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、
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、
一
一
一
頁
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事
件
を
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る
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Zhangzhou i!il'HI was opened. It was under these circumstances that the entries 

for the terms border exclusion and maritime exclusion first appeared in the Wanli 

Darning huidian !11l;M*Ij)jirw, which was compiled at the close of the 16th cen­

tury. The creation of entry for maritime exclusion in the Huidian, which should be 

considered a national survey, verifies the fact that the concept of maritime exclu­

sion was without doubt recognized by the state. Moreover, it demonstrates that 

maritime exclusion had been repositioned within a new policy framework that was 

based on the will of the nation state. Maritime exclusion had existed in reality 

since the early Ming, but the appearance of the term in the latter half of the 16th 

century and its entry into the Wanli Darning huidian signaled its final concep­

tualization. To that extent, maritime exclusion is not a mere proper noun but is in­

stead an excellent example of useful historical concept reflecting the sixteenth cen­

tury. 

THE PROBLEM OF PIRACY AND THE RYUKYUS DURING 

THE QING DYNASTY, VIEWED FROM THE STANDPOINT 

OF THE STUDY OF MARITIME REGIONS 

MAEHIRA Fusaaki 

In recent years attention has been focused on the movements of people and 

trade in the maritime regions of the world thus promoting a reevaluation of the 

concept of history as the study of a single nation and seeing historical studies from 

a standpoint that supersedes national borders. Works such as Murai ShOsuke's 

Kokkyo 0 koete: Higashi Ajia kaiiki sekai no chUsei (1997), Yi Young's WakO to 

Nichirai kankeishi (1999), Osa Setsuko's Chi'tsei kokkyo kaiiki no Wa to ChOsen 

(2002), Seki Shfiichi's Chi'tsei NitchO kaiikishi no kenkyi't (2002) etc., have been 

published recently. The results of these studies have shed new light on the reality 

of diplomatic missions, merchants, piracy (specifically Japanese pirates, wako) and 

the problem of repatriation of those who drifted ashore in foreign lands. 

Although the need to accumulate further data and develop a new methodology 

are pressing concerns in implementing a history of maritime regions, I have lim­

ited my focus here to the problem of piracy that occurred in Chinese coastal wa­

ters and attempted to clarify the historical reality. From the point of view of mari­

time piracy, one must note that there existed an intimate link between acts of 

piracy and private trade by maritime merchant powers that had replaced the royal 

- 2-
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monopoly on trade, as the history of the wak6 indicates. In general, "maritime 

piracy" has been viewed as an armed force threatening commercial networks in 

maritime regions and was to be strictly suppressed. 

In 1 th century Europe maritime piracy, which was carried out in the name of 

privateering, was rife, and various nations joined together to develop "international 

law" as a legal means to deal with maritime piracy. It is undeniably true that pira­

cy on the seas had dealt a serious blow to the commercial networks between 

states. However, if a relativistic view is adopted, the strictly moralistic view of 

history, a simple equation of pirates with bandit bands, cannot be maintained. 

Of course, modem-day international law prohibits acts of plunder and pillage 

on the high seas, and the United Nations Convention on the Law of Sea defines 

piracy as acts that have been committed on the high seas. Today, in the 21st cen­

tury, attacks in the Strait of Malacca on oil tankers and commercial vessels con­

tinue unabated. Behind this state of affairs lies the discrepancy in wealth between 

the advanced industrialized nations and developing nations. 

Maritime piracy frequently appeared during periods of upheaval in East Asia. 

In terms of China after the 17th century, the first of such periods was that of 

turbulence during the transition from the Ming to Qing dynasties, the second 

period was that of the "Tingdao disturbances" *lg~V');mL at the close of the 18th 

and beginning of the 19th century, and the third was the mid-nineteenth century 

Taiping Rebellion. Ships dispatched from the Ryukyus carrying tribute to China 

were in tum prepared for pirates and armed with cannons and firearms. There 

were in fact fifteen cases of Ryukyuan ships being attacked by pirates off the Fu­
jian coast, and nearly half the incidents, i.e., seven instances, occurred during the 

third period. 

During the period of frequent piracy that accompanied the Taiping revolt, 

when Commodore Perry visited the port of Macao on his voyage to open Japan he 

reported with alarm that there was no place in the world today where acts of pira­

cy were committed so brazenly and frequently. Eventually, the Qing Dynasty sys­

tem of rule was greatly shaken and when in the latter half of the 19th century its 

capacity to maintain safe passage on the seas had been diminished, the new 

steam-powered warships of the British were employed to carry out operations 

against pirates in the waters around the treaty ports. With the appearance of mod­

em steam-powered ships, which replaced sailing ships, piracy itself faced a turning 

point. 
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